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内分泌腺 ノ骨折 性變化 ニ關 スル研 究補 遺

(第2編)

骨 折 治 癒 諸 期 ニ於 ケ ル 松 果 腺,膵 臟,

唾 液 腺 及 ビ睾 丸 ノ組 織 學 的所 見

岡山醫科大學病理學教室(指導 田部教授)

助手 醫學士 岡 宏

[昭和13年5月25日 受 稿]

第1章 緒 言

骨發育或ハ骨折治癒機轉ガ内分泌腺機能 ト密接

ナル關係ニ存スルコトハ幾多先人ノ業績ニヨリ既

ニ知ラレタル所ナリ.然 レドモ其ノ多クハ内分泌

腺機能異常ノ骨發育或ハ骨折治癒ニ及ボス影響ヲ

觀察セルモノニシテ,逆 ニ骨損傷時殊 ニ骨折治癒

經過中ニ於 ケル内分泌諸臟器ノ態度ニ關スル知見

ハ極メテ稀ナリ.僅 ニEnrique, Goldner及 ビ秋

吉ガ胸腺 ニ就テ報告セル以外ハ,當 教室ニ於 ケル

田部教授,岡(順 二),中 村及ビ余等ノ研究アル ノ

ミナリ.飜 ツテ想 フニ,内 分泌諸臟器ハ個體 ノ變

調ニ際シテ各個單獨ニ活躍 スルコトナク,多 クハ

多腺性ニ作用スルモノナルハ既ニ多數學者ノ等シ

ク認ムル トコロナ リ.而 シテ生體ニ於ケル創傷治

癒機轉ガ全身的生物學的現象ナル コトモ近時明カ

ニセラレツツア リ.先 ニ中村ハ骨折治癒諸期ニ於

ケル腦下垂體,甲 状腺,上 皮小體竝ニ胸腺 ノ態度

ヲ研究シ,又 余ハ別報ノ如 ク副腎ニ就テノ檢索ヲ

行ヒ,之 等ノ諸内分泌腺 ガ骨折時ニ之 ト關聯セル

著明ナル變化ヲ來 スコトヲ明カニシタリ.隨 ツテ
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爾餘 ノ諸内分泌腺ニ就テ其ノ骨折治癒諸期 ニ於ケ

ル態度ヲ究明セントスルハ啻ニ内分泌學的興味ヲ

有スルニ止ラズ,骨 折治癒ノ生物學上意義深キ問

題ナリトス.茲 ニ於テ,余 ハ恩師田部教授 ノ命ニ

ヨリ,骨 折時ニ於ケル松果腺,膵 臟,唾 液腺竝ニ睾

丸 ノ組織學的檢索ヲ行ヒ,以 テ爰ニ内分泌腺ノ骨

折性變化ニ關スル知見ヲ補遺センコトヲ期セ リ.

第2章 實驗方法

實 驗 動 物 トシ テハ 體 重100g内 外 ノ雄 性 白鼠 ヲ

選 ビ,之 ヲ玄 米 小 米,水 道 水及 ビ少 量 ノ野 菜 ヲ以

テ金 網 内 ニ飼 育,動 物 室 ノ彩 光,通 風,清 潔 ナ ド

ニハ特 ニ充 分 ナ ル注 意 ヲ拂 ヒ,且 季 節的 差 異 ヲ可

及 的 少 カ ラ シム ル爲,略 ボ 同季 節(10月 下 旬 ヨ リ

11月 上 旬)ニ 屠 殺檢 索 セ リ.尚 ホ動 物 ハ總 テ當 教

室 ニ於 テ1週 間 以 上飼 育 シ タ ル 後 實 驗 ニ 供 シ タ

リ.骨 折 ハ骨 折 部 ノ條 件 ヲ可 及的 單 純 ナヲ シ メ,

以 テ治癒 機 轉 ノ觀 察 ニ便 セ ン ガ タ メ ニ 肋 骨 ヲ選

ビ,左 右 兩 側 ノ第5乃 至 第9肋 骨 ニ於 テ觀 血的 手

術 ヲ施 シ タ リ.各 例共1本 置 ニ3本 宛,合 計6本

ノ肋 骨 ニ於 テ略 ボ其 ノ中 央部 ヲ各1箇 所 宛 鋏 切 シ

タ リ.此 際 肋膜 ノ損 傷 ハ極 力 之 ヲ避 クル樣 注 意 セ

リ.

實 驗動 物 ハ骨 折 後1日 乃 至12週 ヲ 經 テ 適宜 之

ヲ屠 殺 シ,直 チ ニ松 果 腺,膵 臟,唾 液腺 竝 ニ睾 丸 ヲ

抉 出 シFomol又 ハDa Fano氏 液 ヲ以 テ 固定 シ

Paraffin ?? chnittト ナ シ,主 トシ テHamatoxylin-

Eosin染 色 法竝 ニ要 ニ臨 ミテHeidenhain氏Ei-

senhamatoxylin, van Gieson或 ハMallory氏 染

色 法 ヲ併 用 檢 索 セ リ.ゴ ル ヂ ー氏 内網 裝 置 ノ檢索

ニ ハ新 鮮 ナル材 料 ノ薄 片 ヲDa Fano氏 液 ヲ以 テ

8-12時 間固 定 後,硝 酸 銀,還 元劑 ヲ以 テ 處理 シ,

法 ノ如 ク3μ ノParaffischnittト ナ シ,鍍 金及 ビ

Hamatoxylin單 染 色 ヲ施 セ リ.

第3章 實驗成績

第1節 實驗動物ニ於 ケル骨折局所 々見

骨折動物37例 ニ於 ケル個 々ノ骨折局所々見ハ

之 ヲ別 表 ニ譲 リ,茲 ニ ハ 時 期 別 ニ之 ヲ記 述 ス ベ

シ.

骨折後1日. 骨折部附近ニ於ケル筋肉,筋 間

組織,骨 髓其ノ他 ノ組織ハ不規則ニ破壞セラレ,

其 ノ部ニ著明ナル出血竈ヲ作 リ,纎 維素ハ之等破

壞組織ノ間隙ニ網工ヲ作 リ,網 眼内ニハ赤血球,

白血球殊ニ中性多核白血球ヲ多數ニ容ル.尚 ホ其

ノ部 ニ於 ケル組織 ノ核染色ハ減弱乃至消失セルモ

ノア リ.骨 膜ハ尚ホ殆 ド其 ノ肥厚ヲ認メズ.

骨折後2日. 骨折骨斷端間ニハ多量 ノ纎維素

析出セラレテ網工ヲナシ,其 ノ網眼内ニハ赤血球,

白血球竝ニ滲出液 ヲ容ル.骨 折端 ニ近キ骨膜ハ肥

厚シテ内外2層 ヲ區別シ,外 層ハ2, 3列 ノ纎維

性ニシテ細長ナル核ヲ有スル細胞 ヨリナ リ,内 層

ハ橢圓形乃至圓形 ノ核ヲ有スル多數 ノ細胞 ヨリナ

ル.骨 内膜モ亦骨折骨斷端ニ近ク多少ノ肥厚ヲ認

ム.骨 折局所附近ノ結締織細胞モ亦肥大シ,橢 圓

形ノ核ヲ有スルモノアリ.

骨折後3日. 骨折骨兩斷端間ニハ尚ホ纎維素

ナドノ殘存スル ヲ認ムルモ,骨 膜ハ既ニ著明ニ肥

厚シ,骨 折斷端ニ近キ一部 ノ細胞ハ圓形ニ肥大シ,

其 ノ間 ニ硝子樣ノ基質 ヲ生 ジテ類軟骨組織 ト化

シ,他 ノ一部 ノ細胞間 ニハ石灰鹽ノ沈着ヲ示セル

基質ヲ生ジテ類骨梁ヲ作ル.而 シテ夫等類骨梁ノ

周圍ニハ尚ホ少數ナルモ既ニ造骨細胞ノ竝列セル

ヲ認ム.

骨折後5日. 骨折骨兩斷端間ニハ尚ホ纎維素

ノ殘存ヲ多少認ムルモ ノアルモ,骨 膜 ノ肥厚ハ甚

ダ著明 トナリ骨折骨 ノ5, 6倍 ノ厚サニ達 ス,其 ノ

外側ハ紡錘形 ノ核ヲ有スル纎維性 ノ細胞 ヨリナル

モ,内 層ニ於ケルモノハ肥大シテ卵形乃至圓形 ト

ナリ,胞 體相互間ニハ硝子樣 ノ基質 ヲ生ジテ類軟

骨組織 ト化シ,其 ノ或者ハ細胞嚢ヲ形成シテ軟骨

細胞ノ形態ヲ備 フルニ至ル.骨 折端ヲ稍隔 リタル

部分 ノ肥厚骨膜内ニ見ラルル梁状 ノ類骨組織ハ,

漸次石灰鹽ノ沈着 ト共ニ骨梁材 ヲ形成シ,其 ノ周

圍ニ密集セル造骨細胞ニヨリ旺ニ骨質添加 ノ行ハ
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ルルヲ認ム.尚 ホ骨折端 ニ近ク骨髓腔内ニハ破骨

細胞ノ出現 アリテ骨幹ノ吸收ヲ認ム.

骨折後1週. 骨膜 ノ増殖ハ漸次減退 スル ト共

ニ,他 方軟骨組織 ノ發育ハ益々旺盛 トナ リ,其 ノ

一部ニ於テハ新生毛細管ニヨル軟骨破壞 ト共ニ軟

骨梁材 ノ形成 ヲ認ムルニ至ル.骨 折斷端ヲ稍隔テ

テ増殖セル類骨組織ハ石灰鹽ノ沈着ヲ來シテ骨梁

材 ト化スルモノ益々増加シ,間 接骨化ニヨル骨梁

材 ト共ニ海綿性骨質 ノ形成ヲ來 ス.之 等骨梁材 ノ

周圍ニハ多數ノ造骨細胞密集シテ旺ニ骨質ノ添加

ヲナスト共ニ,他 方少數 ノ破骨細胞竝ニ擴大セル

血管ニヨル吸收作用ニヨリ容積 ノ減少ヲ來 シ,骨

梁材ハ種々ニ變形サルル ト共ニ漸次原始骨髓腔ノ

擴大スルヲ認ム.

骨折後2週. 骨膜 ノ増殖ハ既ニ殆 ド認メラレ

ズ,骨 折斷端附近 ニハ多量ノ軟骨組織存在シ,其

ノ兩側 ヨリ血管性破壞ニヨル軟骨梁材 ノ形成 ヲ著

明ニ認ム.軟 骨梁材 ノ周圍ニハ造骨細胞密集シ,

添加性骨質ノ増加著シク,直 接骨化ニヨル骨梁材

ト共ニ海綿性骨組織 ノ増生ヲ來ス.此 骨梁材ハ前

記造骨細胞ニヨリ骨質ノ添加ヲ受 クル ト共ニ,他

方破骨細胞ニヨル窩状吸收竝ニ血管ニヨル平滑吸

收ヲ以テ骨質ノ削減ヲ受ケテ變形サレ,且 原始骨

髓腔 ノ擴大ヲ來ス.

骨折後3週. 骨膜 ノ増殖,軟 骨 ノ増殖ハ共 ニ

殆 ド認メラレズ.直 接骨化ノ像モ亦著明ニ減退ス

ルニ至ルモ,軟 骨 ノ化生ニヨル間接骨化ハ尚ホ可

成認メラレ,軟 骨組織ハ漸次減少ス.海 綿性骨組

織ノ骨梁材ハ造骨細胞ニヨリ骨質 ノ添加ヲ受 クル

ト共ニ平滑竝ニ窩状吸收ニヨリ著明ナル骨質ノ減

少ヲ來シテ變形シ,骨 髓腔 ノ擴大ヲ來ス外,骨 髓

腔ヲ境スル骨梁材 ノ吸收ニヨリ相隣接セル骨髓腔

ヲ連絡セシメテ更ニ大ナル腔ヲ作ルモノノ如 シ.

骨折後4週. 假骨組織ハ全體 トシテ新生骨膜

及ビ直接骨化ニヨ リ形成サレタル骨板ニ蔽ハレ,

軟骨組織ハ既ニ骨折斷端附近ニ僅ニ認メラルルニ

過ギズ.骨 梁材ハ機能上必要ナル部分ハ造骨細胞

ニヨル骨質ノ添加ヲ以テ強化サレ,不 必要ナル部

分ハ平滑竝ニ窩状吸收ニヨリ削減サレ,其 ノ變形

ヲ來スト共ニ骨髓腔ハ益々擴大サルルヲ認ム.

骨折後5週. 假 骨組織 ヲ包メル骨膜性骨ハ其

ノ厚サヲ増シテ舊骨幹ノ厚サニ近ヅクト共 ニ軟骨

組織ハ著明ニ縮小シ,新 生海綿骨及ビ其 ノ骨髓間

ニ島嶼状ヲナセル萎縮性ノモノヲ少量認ムルニ過

ギズ.骨 梁材ハ造骨細胞ニヨル骨質ノ添加 ヲ多少

認ムルモ,他 方平滑竝ニ窩状吸收旺ニ行ハレテ削

減或ハ消失シ,骨 髓腔ハ益 々擴大シ新舊兩骨髓腔

ハ相通ズルニ至ル.

骨折後7週. 假 骨 ヲ包 ミタル骨膜性骨ハ益 々

厚サヲ加ヘテ略ボ舊骨幹 ト同樣ニナルモ骨折部ハ

尚ホ僅ニ膨隆 シ,其 ノ内面ハ凹凸不規則ナリ.新

舊骨髓腔ハ完全ニ相連 リ内ニ骨髓諸細胞 ヲ充 スモ

骨折部ニハ尚ホ種々ナル形 ノ骨梁材ヲ少數島嶼状

ニ殘存シ骨改造ノ進行ヲ多少認ム.

骨折後9週 及ビ12週. 骨折兩端ハ完全ニ相融

合シ,新 舊骨髓腔モ亦共ニ完全ニ相連ルモ,骨 折

部ハ尚ホ僅ニ膨隆シ,骨 幹内面ハ多少凹凸不規則

ニシテ骨髓腔ニハ少數 ノ骨梁材ヲ島嶼状ニ認ムル

モノアリ.骨 質ノ添加竝ニ吸收ハ尚ホ多少行ハル

ルモ輕度ナ リ.

第1表 白鼠 ノ肋骨 ニ於ケル骨折局所々見
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總 括

骨芽組織 ノ増殖ハ骨折後1日 ニテハ尚ホ殆 ド認

メラレザルモ骨折後2日 ニ至レバ骨膜ハ肥厚シテ

内外ノ2層 ヲ明カニ區別シ得ルニ至ル.骨 折後3

日ニテハ骨芽組織ハ著明ニ増殖シ,其 ノ一部ハ軟

骨樣組織ニ,一 部ハ骨樣組織ニ分化ヲ始ム.骨 折
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後5日 ニテハ骨芽組織 ト共ニ軟骨樣組織及ビ骨樣

組織ハ著明ニ増殖 シ,且 其 ノ一部ハ各 々軟骨組織

及 ビ骨組織 ノ形成 ヲ認ムルニ至ル.骨 折後1週 ニ

至 レバ骨膜 ノ増殖ハ漸次減退ヲ始ムルモ,軟 骨組

織 ノ發育ハ益々旺盛 トナル一方,其 ノ破壞ニヨリ

テ軟骨梁材ハ形成サレ,其 ノ一部ハ更ニ骨梁化ヲ

ナス.斯 クシテ間接骨化,直 接骨化竝ビ行ハレテ

骨梁材 ノ形成亦旺盛ナリ.骨 折後2週 ニテハ既 ニ

骨膜 ノ増殖ハ殆 ド認 メラレザルニ至ルモ,直 接骨

化竝ニ間接骨化ハ尚ホ旺 ニ行ハレテ骨新生ヲ著明

ニ認ムルモ,骨 折後3週 ニ至レバ直接骨化ノ像先

ヅ衰ヘ始メ,軟 骨組織モ亦漸次ニ萎縮減少ス.次

デ骨折後4週 ニ至レバ間接骨化モ亦衰ヘテ骨折後

5週 以後ニナレバ殆 ド骨新生ハ認 メラレザルニ至

ル.然 ルニ骨改造ハ骨折後5日 ニテ骨梁材ノ形成

ト共ニ開始サレ,其 ノ周園ニ造骨細胞増殖シテ骨

折添加ヲ行フト共ニ,骨 折骨 ノ内面ニ破骨細胞現

レテ骨質ノ吸收 ヲ始ム.骨 折後1週 ニテハ造骨細

胞ニヨル骨質添加益々旺盛トナル一方破骨細胞ニ

ヨル骨質 ノ窩状吸收竝ニ血管ニヨル平滑吸收モ亦

行ハルルニ至 リ,骨 折後2週 乃至4週 ニテハ骨改

造ハ益々旺盛 トナリ,外 力ノ作用スル官能上必要

ナル部分ハ機能的適應ニヨリ骨質ハ添加サレテ強

大 トナリ,無 用 ノ部分ハ吸收サレテ菲薄 トナリ或

ハ消失シ,骨 梁材ノ變形消失ヲ來スト共 ニ,他 方

骨髓腔ハ漸次擴大サレテ假骨組織ヲ包メル外周 ノ

骨板モ亦漸次増強サル.斯 クテ漸次擴大サレタル

骨髓腔ハ骨折後5週 ニテ新舊相通ジ,以 テ上下兩

骨折骨骨髓腔ハ完至ニ相通ジ,假 骨外周 ノ骨板ハ

益々強化サレテ骨折 ノ完全治癒ヲ略ボ完成スルト

共ニ骨改造ハ漸次ニ減弱スルニ至ル.骨 折後7週

乃至12週 ニテハ尚ホ骨改造ハ輕度ニ認 メラレ漸

次骨折以前 ノ状態ニ復舊サル.

敍 上ノ如キ骨折局所 ノ治癒經過 ヲ以下記述 ノ便

宜 上其ノ主要ナル組織學的特徴ニ基キ次 ノ如キ5

期 ニ分チタリ.

第1期 骨芽組織新生期(骨 芽増殖 ノミ存スル

時期)

第2期 骨芽組織分化初期,骨 質添加初期,骨

質吸收初期

第3期 骨芽組織分化旺盛期(骨 質添加旺盛竝

ニ骨質吸收漸次亢進ヲ伴フ時期)

第4期 骨芽組織分化減退期(骨 改造即チ骨質

添加及ビ吸收共ニ旺盛ナル時期)

第5期 骨改造減退期

以上ノ如キ骨折治癒經過 ノ各期 ト骨折後 ノ經過

日數 トノ關係 ヲ表示スレバ次 ノ如シ.

第2表

第2節 實驗動物ニ於ケル松果腺ノ所見

第1項 正常動物ニ於ケル松果腺 ノ所見

白鼠松果腺ハ大腦半球 ト4丘 體及ビ小腦ノ間隙

ニ介在セル粟粒大,略 ボ橢圓形 ノ小體ニシテ,結

締織性 ノ薄キ被膜ニ依テ包マレ,細 長ナル所謂把

柄部ヲ以テ大腦部後連合ニ連ル.被 膜結締織ハ血

管ニ伴ヒテ,或 ハ單獨ニ腺體内ニ入 リテ不完全ナ

ル中隔 ヲ形成 スルモ,腺 房構造ハ明カナラズ.
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實質細胞ハ腺細胞ニシテ其ノ他神經膠質細胞ア

リ.互 ニ至ク不規則ニ配列スルモ數量的 ニ腺細胞

ノ方遙ニ多數ナリ.腺 細胞 ノ多 クハ境界不明瞭ナ

ル空胞性 ノ胞體ヲ有スルモ,稀 ニハ境界明カニシ

テ圓形ナルモノアリ.後 者ハ胞體 ノ大部分水樣透

明ナルモ核ノ周圍ニハ少許ノ網工 ト共ニ微細ナル

顆粒ヲ有ス.核 ハ共ニ大キク,多 角圓形,色 質ハ

稍少ク,核材ハ粗大ニシテ1-2箇 ノ核小體ヲ明カ

ニ認ム.神 經膠質細胞ハ卵形 ノ核ヲ有シ,胞 體多

ク星状ニシテ稍小ナリ.核 ハ腺細胞ノ核ニ比 シ色

質ニ富ミ,核 材ハ微細ニシテ核小體明カナラズ.

尚 ホ腺體 ノ所々ニ細胞體大,圓 形ノ空胞アリ.其

ノ壁ハ平滑ニシテ周圍ニ細胞ノ不規則ナル配列ヲ

見ル.

第2項 骨折動物ニ於ケル松果腺 ノ所見

骨折後1日. 松果腺ニ於テハ未ダ著明ナル變

化ヲ示サズ.腺 細胞ハ胞體圓形ニ膨大シテ大部分

水樣透明 トナリ,核 ノ周圍ニ微細ナル顆粒ヲ少量

有スル細胞ガ多少増加スルカノ觀アリ.又 胞體境

界 ノ不明瞭ナルモノモ多少空胞ヲ増加シタルカノ

觀アルモ著明ナラズ.神 經膠質細胞,間 質共ニ著

變 ヲ認メザルモ,細 血管ハ可成ニ充盈擴張ス.

骨折後2日. 腺細胞ハ略ボ前者 ト同樣ナルモ

胞體内ノ空胞ハ多少増加セシカノ觀アリ.核 ハ稍

肥大シ且色質ノ量多少減少シテ明ク見エ,核 小體

ハ明瞭ニ認メラル.細 胞間隙ニ存スル空胞ハ大ナ

ルモノヲ稍多數ニ認ム.神 經膠質細胞,間 質結締

織ニ著變ナキモ,細 血管 ノ充盈擴張著明ナ リ.

骨折後3日. 腺細胞ハ稍肥大シ,胞 體内空胞

ハ多少増加スルモノノ如ク,核 ハ略ボ前者 ト同樣

ナ リ.神 經膠質細胞,間 質結締織ニ著變 ヲ認メズ.

細 血管亦充盈擴張 ヲ殆 ド認メズ.

骨折後5日. 腺細胞ハ略ボ前者 ト同樣 ニシテ

胞體稍大キク空胞 ヲ多數ニ認メ核モ亦肥大シ,色

質ニ乏シク,核 小體ハ比較的明カナリ.神 經膠質

細胞竝ニ間質ニ著變ヲ認メズ.

骨折後1週. 腺細胞ハ前者ニ比 シ胞體一般 ニ

稍小サク,空 胞少ク,暗 色ヲ呈 シ,核 モ亦前者ニ

比シ稍小サク,色 質増加シテ正常松果腺 ノ像ニ近

ヅキ,核 小體亦不明瞭ナルモノ多シ.神 經膠質細

胞,間 質ニ著變 ヲ認 メズ.

骨折後2週. 略ボ前者 ト同樣ニシテ正常松果

腺ニ比スルモ著變 ヲ認 メズ.

骨折後3週. 腺細胞ハ再ビ稍肥大シ,胞 體内

ニハ空胞ヲ多數ニ認ム.核 モ亦色質ヲ多少減少シ.

核 小體ハ稍明カ トナル.神 經膠質細胞,間 質結締

織ニ著變ナキモ細血管ハ多少充盈擴張ス.

骨折後4週. 腺細胞ハ稍大キク,空 胞モ亦多

少多ク,核 ハ著明ニ肥大シ,且 色質ハ減少シ,蜂

窩状ニシテ核小體ハ明カニ認 メラル.細 血管輕度

ニ充盈擴張スルモ,神 經膠質細胞,間 質結締織ニ

著變ナシ.

骨折後5週. 腺細胞ハ略ボ前者 ト同樣ニシテ

稍大キク,胞 體空胞 性-シ テ,核 ハ著明ニ肥大

シ,色 質ニ乏 シク,蜂 窩状構造ヲ示シ,核 小體ハ

明カニ認メラル.神 經膠質細胞,間 質ニ著變 ヲ認

メズ.

骨折後7週. 腺細胞ハ尚ホ一 般 ニ稍大キク,

胞體ハ空胞性 ニシテ明 カク,核 モ亦稍大キク色質

ニ乏シク,核 小體明カナリ.神 經膠質細胞,間 質

ニ著變 ヲ認メズ.

骨折後9週. 腺細胞ハ前者ニ比 シ稍小サク,

核モ亦稍色質ニ富ミテ小サ ク,略 ボ正常 ノモノト

同樣ナリ.核 小體モ亦不明瞭ナルモノ多シ.神 經

膠質細胞ニ著變ヲ認メザルモ,間 質結締織 ノ稍増

加セルモノアリ.

骨折後12週. 腺細胞ハ中等大ニ シテ胞體暗

タ,核 ハ稍色質ニ富 ミ,核 小體ハ不明瞭ナルモ ノ

多クシテ略ボ正常 ノモノト同樣ナ リ.神 經膠質細

胞ニハ著變ナキモ,間 質結締織ハ多少増加セシモ

ノア リ.
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第3表 骨折白鼠 ノ松果腺所見 第3項 本節 ノ總括

白鼠松果腺ハ骨折時ニ際シテ稍顯著ナル變化ヲ

惹起 スルモノニシテ,其 ノ腺細胞ハ骨折後1日 ニ

テハ胞體ハ寧ロ稍小サクナ リテ暗色化スルガ如キ

モ,核 ハ多少肥大シ且色質減少シテ明ルサ ヲ増ス.

骨折後2日 乃至3日 ニテハ胞體モ亦多少肥大シテ

空胞性 トナリ,核 ハ益々肥大シ明ルサヲ増ス.骨

折後5日 ニテハ胞體肥大 シ,空 胞性ヲ増スト共ニ

核モ亦著明ニ肥大シ,色 質ハ減少シテ明ルクナリ,

網状 ヲナス核材及 ビ核小體ハ著明 トナル.然 ルニ

骨折後1週 ニテハ再 ビ胞體ハ多少縮小シテ暗色化

シ,核 モ亦色質ノ増加 ヲ來スモノノ如ク,骨 折後

2週 ニ於テモ略ボ之 ト同樣ナル状態 ヲ持續スルモ,

骨折後3週 ニ至レバ胞體ハ再ビ肥大シテ空胞性 ト

ナル ト共ニ核モ亦肥大シ,色 質ハ減少シテ蜂窩状

構造ヲ認メシム.而 シテ此變化ハ骨折後4週 乃至

5週 ニテ最モ高度 トナルモ,其 ノ後再 ビ漸次囘復

シテ骨折後9週 ニ至レバ腺細胞ハ再ビ縮小シ,核

モ亦小サクナリ暗色化シ,略 ボ正常動物 ト同樣 ノ

状態 ニ歸 リ,骨折後12週 ニテハ多少其 ノ度ヲ越ス

モノノ如シ.

神經膠質細胞ハ全經過中殆 ド著變ヲ示サズ.間

質細血管ハ骨折後1-2日 ノ間稍著明ナル充盈擴

張ヲ認 メ,其 ノ後舊ニ復スルモ,骨 折後3週 乃至

5週 ニテ再ビ輕度 ノ充血ヲ示ス.間 質結締織ハ骨

折後9週 竝 ニ12週 ノモ ノニ於テ多少増加セルガ

如キモ著明ナル變化ハ認メ難シ.

要 之,松 果腺ハ骨折後2次 的 ニ稍顯著ナル變化

ヲ招來スルモノニシテ,腺 細胞ハ肥大透明化シ,

核ハ肥大スル ト共ニ色質ノ減少ヲ來 スヲ認 メタ

リ.

第3節 實驗動物ニ於ケル膵臟 ノ所見

第1項 正常動物ニ於ケル膵臟 ノ所見

正常白鼠 ノ膵臟ハ薄キ膜樣 ノ組織ヨリナリ,複

雜ナル分葉 ヲ示ス.各 分葉ハ多數ノ小葉ニ分タレ,

各小葉ハ又多數 ノ腺房ニ分タル.而 シテ之等 ノ間

ニハ排泄管,細 血管及ビ之等 ニ伴フ少量ノ結締織
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ヲ認ム.腺 房ハ集合性胞状腺ヲナスモ各腺細胞ノ

境界ハ不明瞭ニシテ,腺 房 ノ内帶ハ「エオジン」ニ

濃染セル所謂酵素原顆粒ヲ以テ充サレ,腺 房 ノ外

帶ハ稍狹ク略ボ等質性 ニシテ「ヘマトキシリン」ニ

淡染シ,核 ハコノ部ニ認 メラレ略ボ圓形,色 質多

カラズ.

ランゲルハンス氏島(以 下ラ氏島 ト略記ス.ラ

氏島ハ膵臟 ノ部位ニヨリ其ノ數及ビ大キサヲ種々

異ニスルハ既ニ知ラレタル所ナルヲ以テ,之 ガ標

本製作ニ當 リテハコノ點ニ留意シ,脾 臟ニ接スル

一定ノ部位ヲ用ヒタリ.)ハ「ヘマ トキシリン・エオ

ジン」染色ニテハ腺組織トノ境界明瞭ナル細胞群

トシテ認メラレ,弱 擴大ニテ1視 野中ニ1, 2箇 乃

至4, 5箇 ヲ認メ,大 キサハ略ボ腺房以下ナルモノ

多シ.從 ツテラ氏島ハ一般ニ其ノ數少ク大キサ亦

小ナルモノ多ク.形 ハ種々ナルモ概シテ圓形乃至

長卵形ナリ.ラ 氏島細胞ノ胞體ハ僅ニ顆粒性ヲ呈

シ明カナルモ細胞境界ハ不明瞭ナルモノ多ク,核

ハ圓形乃至橢圓形,色 質ハ腺細胞 ノ核 ニ比シ一般

ニ少シ,尚 ホ核ハ形,大 キサ或ハ色質 ノ量,核 材

ノ状態ナドニ於テ胞體ノ明ルサト共ニ島細胞相互

間ニ多少ノ相違 ヲ認ムルモ,之 等ヲ以テラ氏島細

胞 ニ2種 或ハ3種 ヲ區別スルコトハ困難ナ リ.島

細胞ニ於ケルゴルヂー氏内網裝置ハ主 トシテ顆粒

状ニ現レ幽微ナリ.

第2項 骨折動物ニ於ケル膵臟ノ所見

骨折後1日. 腺房 ハ多少小サク,酵 素原顆粒

モ亦多少減少セルガ如キモ著明ナル變化ハ未ダ認

メラレズ.ラ 氏島ハ一般ニ小サク且數量的ニハ少

ク,其 ノゴルヂー氏内網裝置モ幽微ニシテ正常動

物ニ於ケルモノト略ボ同樣ナリ.

骨折後2日. 腺房ハ一般ニ大小不同ニシテ稍

大ナルモノアル ト共ニ甚ダ小サキモノアリテ,其

ノ内帶ニ認メラルル酵素原顆粒ノ量モ亦甚シク不

同ナリ.腺 房小サク酵素原顆粒ノ量少キモノニ於

テハ,腺 房外帶ハ廣ク,核 モ亦稍大ナルモノ多シ.

ヲ氏島ハ一般ニ小サク且其 ノ數少ク,ゴ ルヂー氏

内網裝置亦幽微ニシテ著變 ヲ認メズ.

骨折後3日. 腺房ハ一般ニ稍小サク酵素原顆

粒亦少キモノ多ク,時 ニ殆 ド之ヲ有セザルモ ノモ

認 メラレ,腺 房外帶ハ概シテ稍廣ク,核 モ亦大ナ

ルモノ多シ.ラ 氏島ニハ著變ヲ認メズ,一 般ニ尚

ホ小サク且其 ノ數少シ.ゴ ルヂー氏内網裝置ハ幽

微ニシテ殆 ド之ヲ有セザルガ如キモノ多キモ,稀

ニハ顆粒状ノモノアリ,又 核ノ一側ニ少量且不規

則ナル撚絲状ノモノヲ認ムルモノアリ.

骨折後5日. 腺房ハ略ボ中等大ナルモ酵素原

顆粒減少シ,腺 房外帶ハ一般 ニ廣 ク,核 モ亦大ナ

ルモノ多シ.ラ 氏島ハ數量的ニハ著變ヲ認メザル

モ,ラ 氏島細胞各箇ハ稍明ルク大ニシテ,核 モ亦

稍大ナルモノヲ認ムルニ至 リ,ゴ ルヂー氏内網裝

置モ亦多少顯著 トナ リ顆粒状,撚 絲状乃至不規則

ナル輪状ヲナシテ,主 トシテ核ノ一側ニ認ムルモ

ノアリ.

骨折後1週. 腺房 ハ略ボ中等大ナルモ酵素原

顆粒ハ稍減少セルカニ認メラル.ラ 氏島ハ略ボ前

者 ト同樣ニシテ數量的ニハ著變ヲ認メザルモ,島

自身ハ稍大ナルモノ多ク,島 細胞モ亦多少肥大セ

ルモノア リ.ゴ ルヂー氏内網裝置モ亦略ボ前考 ト

同樣ナ リ.

骨折後2週. 腺房 ハ一般ニ稍小サク酵素原顆

粒モ多少減少シ,腺 房外帶ハ廣シ.ラ 氏島ハ一般

ニ稍肥大シ,且 數量的ニモ多少増加ス.島 細胞各

箇モ多少肥大シテ胞體明ルク,核 モ亦肥大シテ色

質ニ乏シキモノ多シ.ゴ ルヂー氏内網裝置モ亦稍

顯著ナリ.

骨折後3週. 腺房 ハ略ボ中等大乃至稍小ニシ

テ酵素原顆粒ハ多少減少シ,腺 房外帶ハ廣シ.ラ

氏島ハ一般ニ肥大シ且多數認メラル.島 細胞各自

モ亦肥大テシ明ルク,核 ハ色質ニ乏シク大ナ リ.

ゴルヂー氏内網裝置ハ顯著ニシテ顆粒状,撚 絲状

乃至不規則ナル輪状ヲナシテ核 ノ一側ニ偏在スル

モノ多シ.

骨折後4週. 腺房 ハ一般ニ稍小サク,酵 素原
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顆粒亦多少減少シ,外 帶稍廣シ,而 シテ腺房外帶

ニ認メ ラルル核ハ稍肥大シ色質ニ乏 シキモ ノ多

シ.ラ 氏島ハ數量的ニ多數認メラルル ト共ニ島自

身モ大キク,島 細胞モ亦肥大セルモノ多シ.ゴ ル

ヂー氏内網裝置ハ略ボ前者 ト同樣 ニシテ顯著 ナ

リ.

骨折後5週. 腺房 ハ略ボ中等大ナルモ酵素原

顆粒ヲ多量ニ有シ,外 帶ハ一般ニ狹ク核ハ小サク

色質ニ富ムモノ多シ.ラ 氏島ハ稍大ナルモ ノヲ認

ムルモ數量的ニハ著變ナク,ゴ ルヂー氏内網裝置

モ前者ニ比スレバ幽微ナリ.

骨折後7週. 腺房 ハ稍小ナルモ酵素原顆粒ハ

内帶ニ充滿シ,外 帶ハ狹ク,殊 ニラ氏島周圍ニハ

殆 ド外帶ヲ認メザルニ至ルモ ノアリ.核 ハ腺房ノ

外縁ニ壓セラレテ小サク,酵 素原顆粒内ニ認 メラ

ルルモノアリ.ラ 氏島ハ稍大ナルモノ多キモ數量

ハ少ク,略 ボ正常動物 ト同樣ナ リ.ゴ ルヂー氏内

網裝置ハ僅ニ顯著ナルガ如キモ略ボ正常動物ニ近

ヅタ.

骨折後9週. 腺房ハ略ボ正常動物 ト同樣ニシ

テ中等大,酵 素原顆粒ヲ多量ニ有ス.ラ 氏島ハ一

般ニ稍大キク數量的ニモ多少多キガ如キモ,ゴ ル

ヂー氏内網裝置 ト共ニ著變 ヲ認 メズ.

骨折後12週. 腺房ハ稍小ナルモノアルモ略ボ

正常動物 ト同樣ナ リ.ラ 氏島モ亦略ボ正常動物 ト

同樣ニシテ著變ヲ認メズ.

第4表 骨折白鼠 ノ膵臟所見

第3項 本節 ノ總括

白鼠膵臟 ノ腺組織ハ骨折後1日 ニテ僅ニ腺房 ノ

縮小及 ビ酵素原顆粒 ノ減少ヲ來スモノノ如 ク,骨

折後2日 ニテハ腺房 ノ大小著明 トナ リ,酵 素原顆

粒 ノ含量モ之ニ伴 フテ甚ダシク不同 トナル.骨 折

後3日 ニテハ腺房ハ一般ニ縮小シ酵素原顆粒モ亦
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減少シ,其 ノ甚ダシキモノニ至 リテハ酵素原顆粒

ハ殆 ド認メラレズ.腺 房ハ外帶 ノミヨリナリテ大

ナル核 ヲ有スルモノア リ.然 ルニ骨折後5日 ニ至

レバ酵素原顆粒稍少ク,腺 房外帶ハ一般ニ廣ク,

腺房ハ稍小ナルモ前者ニ比スレバ大 トナル.骨 折

後1週 ニテハ腺房稍小サク,酵 素原顆粒モ亦稍少

キガ如キモ略ボ正常動物ニ於ケルモノト同樣ニナ

ル.其 ノ後多少ノ變動ハ之ヲ認ムルモ骨折後4週

ニ至ルマデハ之ト略ボ同樣ノ状態ヲ持續ス.骨 折

後5週 ニテハ腺房ハ中等大ナルモ内ニ酵素原顆粒

ヲ充シテ外帶ハ寧ロ狹クナリ,骨 折後7週 ニテハ

其ノ度稍強度 トナルガ如キモ,骨 折後9週 以後ハ

略ボ正常動物 ト同樣ニシテ著變ヲ認 メズ.

ラ氏島ハ骨折後3日 ニ至ルモ尚ホ殆 ド變化ヲ示

サズ.骨 折後5日 ニ至ルモ尚ホ數量的ニハ殆 ド變

化ヲ認 メザルモラ氏島各箇ハ稍肥大スルヲ認 メ,

ゴルヂー氏内網裝置モ亦稍顯著 トナリ,骨 折後1

週 ニテハラ氏島細胞中ニモ肥大セルモノアルヲ認

ムルニ至ル.骨 折後2週 ニ至レバラ氏島ハ肥大ス

ルト共ニ數量的ニモ輕度ノ増加 ヲ來シ,島 細胞モ

亦肥大セルモ ノアリテ,同 時ニ核ノ肥大,色 質ノ

減少ヲ伴フモノアリ.骨 折後3週 ニテハ其 ノ度稍

強度 トナリ,ゴ ルヂー氏内網裝置モ亦顯著 トナ リ,

顆粒状,撚 絲状乃至不規則ナル輪状ヲナシ,主 ト

シテ核ノ1側 ニ現ルルモノ多 シ.骨 折後4週 ニ至

ルモ略ボ之 ト同樣ナルモ,骨 折後5週 ニ至ラバラ

氏島ハ漸次減少シ,ゴ ルヂー氏内網裝置モ亦稍幽

微 トナル.骨 折後7週 ニテモ尚ホラ氏島ハ多少大

ナルモノ多ク,數 量的ニモ多少増加ヲ認ム.而 シ

テ骨折後12週 ニ至ル モ尚ホ多少ノ肥大増加ヲ殘

セリ.

要之,膵 臟ハ骨折後腺房竝ニラ氏島ニ變化ヲ來

シ,腺 細胞ハ骨折初期 ヨリ縮小竝ニ酵素原顆粒ノ

減少ヲ來シ,ラ 氏島ハ肥大増生竝ニ島細胞ニ於ケ

ルゴルヂー氏内網裝置 ノ發育著明 トナルヲ認ム.

第4節 實驗動物ニ於ケル唾液腺 ノ所見

第1項 正常動物ニ於ケル耳 下腺ノ所見

正常白鼠 ノ耳下腺ハ顎下腺 ノ左右外側ニア リテ

之 ヨリ小サク,多 數 ノ小葉ニ分タレ,多 クノ淋巴

腺 ト相接シテ存ス.耳 下腺ハ純蛋白腺ニシテ其 ノ

細葉ノ構造ハ膵臟ニ類似シ,集 合性胞状腺ナルモ

各腺細胞ノ境界ハ明カナラズ.細 葉ハ略ボ内帶 ト

外帶 トニ分タレ,廣 キ内帶 ニハ「エオジン」ニ濃染

セル顆粒状ノ所謂酵素原顆粒ヲ充シ,狹 キ外帶ハ

之ヲ販 リ圍 メル等質性ノ部分ニシテ 「ヘマトキシ

リン」ニ着色シ核ヲ有ス.核 ハ圓形乃至卵形ニシ

テ一般ニ小サク色質ニ富ミテ暗色ヲ呈シ,核 小體

ハ不明瞭ナリ.上 記細葉ノ間ニハ諸所ニ圓形乃至

卵形ニシテ大キク,色 質ニ乏 シク明ルキ核ヲ有ス

ル潤管 ヲ認ム.

條 紋部ハコノ潤管ニ續キテ小葉内ニ存シ,管 腔

ノ擴張 ト共ニ上皮細胞モ亦高キ圓柱上皮 トナ リ,

其 ノ横斷面ハ潤管ニ比シ甚ダ大 トナリ,小 葉内ニ

多數認 メラルルモ顎下腺 ニ比シ稍少ク,舌 下腺ニ

比シ甚ダ多シ.上 皮細胞ハ特有ノ構造ヲ示ス單層

圓柱状細胞ヨリナリ,略 ボ其 ノ中央部ニ核ヲ有シ,

其 ノ外側ニハ細胞底ニ垂直ニ走レル無數 ノ桿状樣

物質配列シテ條紋ヲ形成スルモ,核 ノ内側ハ微細

顆粒状ヲ呈ス.核 ハ圓形ニシテ大キク色質ニ乏シ

クシテ明ルク,核 小體ヲ明カニ認ムルモ ノ多シ,

管腔内ニハ「エオジン」ニ濃染セル等質性 ノ内容ヲ

容ルルモノアルモ稀ナリ.

細 葉竝ニ條紋部細胞ノ基底部ニハ籠細胞ヲ少數

認ムルモ間質ハ一般 ニ少ク,小 葉間ニ於テモ亦少

ク且疎ナリ.

第2項 骨折動物ニ於 ケル耳下腺 ノ所見

骨折後1日. 腺細葉ハ大キク,内 ニ多量 ノ分

泌顆粒 ヲ充シ,内 帶 ノ大ナル ニ反シテ 「ヘマ トキ

シリン」ニ染レル外帶ハ殆 ド認 メラレズ.核 ハ一

般ニ小サク色質ニ富 ミテ暗色ヲ呈ス.

條紋部ハ稍少ク且其ノ上皮細胞ハ一般ニ低ク,

管腔 ノ狹 キ ト相俟チテ 其ノ横斷面ハ一般ニ小ナ

リ.上 皮細胞下部ノ條紋ハ著明ナラズ核ハ稍大キ

ク色質亦稍少シ.管 腔内ニ少量ノ 「エオジン濃染
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性」 ノ内容 ヲ認ムルモノア リ.

骨折後2日. 腺細葉ハ一般ニ縮小シ,分泌顆粒

ノ量モ亦稍減少スルモ,「ヘマトキシリン」ニ染レ

ル外帶ハ殆ド認メラレズ.コ ノ部ニ於ケル核ハ稍

大ニシテ色質ニ乏シキモノヲ比較的多數ニ認ム.

條紋部ハ多少少ク,上 皮細胞モ亦低キモ管腔ハ

稍廣ク,從 ツテ其 ノ横斷面ハ稍大ナリ.條 紋ハ一

般ニ稍著明,核 ハ圓形ニシテ大キク且明ルシ.

骨折後3日. 腺細葉ハ著明ニ縮小シ,分 泌顆

粒モ亦著シク減少シテ内帶小ナルモ,之 ニ反シテ

外帶ハ一般ニ廣ク,核 亦圓形ニシテ大キク色質ニ

乏 シ.從 ツテ核ノ比較的増加ヲ著明ニ認ム.

條 紋部ハ稍多數ニ認 メラレ,其 ノ上皮細胞ハ稍

高 ク,管 腔モ赤大キク,從 ツテ横斷面ハ大ナ リ.

上皮細胞 ノ條紋ハ稍著明 トナ リ,核 ハ大キク色質

ニ乏 シ.

骨折後5日. 腺細葉ハ前者ニ比スレバ稍大ナ

ルモ正常動物ニ比 シ尚ホ小サク,分 泌顆粒モ亦少

シ.細 葉外帶ハ一般ニ稍廣 ク,核 ハ圓形ニシテ大

キク色質ニ乏シク明ルシ.

條紋部ハ稍多數ニ認メラレ,管 腔廣 ク,上 皮細

胞ハ高ク,條 紋著明ニシテ,核 ハ大キク明ルシ.

管腔内ニハ「エオジン濃染性」ノ内容ヲ多量ニ容ル

ルモ ノ多シ.

骨折後1週. 腺細葉ハ小ナルモ前者ニ比スレ

バ一般 ニ稍大キク,分泌顆粒モ亦多シ.細葉外帶ハ

稍廣キモ核ハ前者ニ比シ稍小サ ク且色質ニ富ム.

條 紋部ハ多數ニ認メラルルモ,管 腔狹ク,上 皮

細胞亦稍低ク,從 ツテ其 ノ横斷面ハ小ナ リ.上 皮

細胞ハ多少萎縮性 ニシテ低 ク,條 紋モ亦著明ナラ

ズ.核 ハ稍大ナルモ色質ニ富ムモ ノ多シ.

骨折後2週. 腺細葉ハ稍大ナルモノアルモ正

常動物ニ比 スレバ尚ホ著シク小サク分泌顆粒モ亦

少シ.細 葉外帶ハ稍廣キモ核ハ小サク暗色ヲ呈ス

ルモ ノ多シ.

條絞部ハ多數認 メラルルモ管腔小サク且上皮細

胞萎縮性ニシテ低キ爲其 ノ横斷面ハ小ナルモノ多

シ.上 皮細胞 ニ於ケル條紋モ亦纎細ニシテ,核 ハ

稍大 ナル モ色質ニ富 ミ暗色ヲ呈ス.管 腔内ニハ

「エオジン濃染性」ノ内容ヲ認ムルモノ多 シ.

骨折後3週. 腺細葉ハ一般ニ稍大キク,分 泌

顆粒ハ稍多量ニ認メラルルモ,外 帶モ亦稍廣ク,

核ハ一般ニ稍大キク色質少シ.

條紋部ハ數量的ニハ略ボ正常動物 ト同樣ナルモ

上皮細胞ハ一般ニ稍低ク,管 腔モ亦狹キモノ多シ.

上皮細胞 ノ條紋ハ稍著明 トナ リ,核 ハ大キク色質

ニ乏シ,管 腔内ニハ「エオジン濃染性」ノ内容ヲ認

ムルモノアルモ少シ.

骨折後4週. 腺細 葉ハ肥大セルモ尚ホ正常動

物ニ比 シ小サク,分 泌顆粒 ノ含量亦少シ,細 葉外

帶ハ稍狹ク,核 ハ稍大ナルモ色質ニ富 ミ暗色ヲ呈

ス.

條紋部ハ數量的 ニハ著變 ヲ認メザルモ上皮細胞

ハ稍低ク條紋モ亦僅ニ著明ナラズ.核 ハ一般ニ大

キク色質ニ乏シク明ルシ.管 腔内ニハ 「エオジン

濃染性」ノ内容 ヲ認ムルモ ノアリ.

骨折後5週. 腺細 葉ハ大 トナ リ略ボ正常動物

ニ近似スルニ至リ,分 泌顆粒モ亦多量ニ認メラル

ルニ至ル.細 葉外帶ハ稍狹 ク,核 ハ一般ニ小ナク

色質ニ富ムモノ多シ.

條紋部ハ稍多數認メラレ,上 皮細胞ハ肥大シテ

高クナリ,管 腔モ亦廣 ク從 ツテ其 ノ横斷面ハ一般

ニ大ナ リ.上 皮細胞 ノ條紋ハ著明ニ認メラレ,核

ハ圓形 ニシテ大キク色質ニ乏シ.管 腔内ニハ内容

ヲ認ムルモノ少シ.

骨折後7週. 腺細 葉ハ大小不同アルモ一般 ニ

稍大キク,多 量 ノ分泌顆粒 ヲ充シ,「ヘマ トキシリ

ン」ニ染レル外帶ハ狹 シ,核 ハ小サク色質ニ富ム.

條紋部ハ略ボ正常動物ニ於 ケルモノト同樣ニシ

テ稍多數認メラレ,上 皮細胞ハ稍高 ク條紋亦著明

ナ リ.核 ハ圓形 ニシテ大キク色質ニ乏シク明ルシ.

管腔ハ廣 ク,内 ニ「エオジン濃染性」ノ内容 ヲ有ス

ルモノ多シ.

骨折後9週 及ビ12週. 腺細葉ハ一般ニ小サク,
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分泌顆粒 ノ減少著明ニシテ殆 ド之ヲ認 メザルモノ

アリ.内 帶ハ空胞状ヲ呈シ明ルキモノ多シ.細 葉

ノ外帶ハ廣 ク,圓 形ニシテ大キク色質稍少キ核ハ

相接シテ存在 スル爲ニ甚シク核豐富ニ見ユ.

條紋部ニハ著變ヲ認メズ.上 皮細胞 ハ一般ニ高

ク條絞モ亦著明,核 ハ大キクシテ明ルク略ボ正常

動物ニ於 ケルモ ノト同樣ナリ,唯 管腔内ニハ 「エ

オジン濃染性」 ノ内容 ヲ稍多量ニ容ルルヲ認ム.

第5表 骨折白鼠 ノ耳下腺所見

第3項 正常動物ニ於 ケル顎下腺 ノ所見

正常白鼠 ノ顎下腺ハ舌下腺 ト共ニ同一結締織嚢

ニ包マレテ前顎下部ニ左右相對シテ存在ス.此 顎

下腺ハ漿液腺 ナルモ2種 ノ相異レル分泌型ヲ有

シ,漿 液粘液腺ナル葡萄腺 ト純漿液腺ナル管状腺

トニ區別サル.

漿液粘液腺ハ所謂Endstuckニ 相當スル部位ヲ

占メ,數 箇ノ細胞相集 リテ細葉ヲ作 リ,顎 下腺ノ

過半部ヲ占領 ス.胞 體ノ大部分ハ 「ヘマトキシリ

ン」ニ淡染スル稍粗大ニシテ等大 ノ顆粒ヲ充シテ

明ルキモ,稀 ニ顆粒 ノ崩壞融合ヲ來シテ胞體空胞

性 トナルコトアリ.胞 體ノ基底部ニハ三日月形ノ

狹キ等質ノ部分ヲ認ムルコトァリ,「エオジン」ノ

色ヲモ多少採 リ紫色ヲ呈 シ,核 ヲコノ部ニ認ムル

コト多シ.核 ハ圓形乃至橢圓形 ニシテ色質ニ富ム.

管状腺ハ葡萄腺ヲ除ク爾餘ノ大部分ヲ占メ,胞

體内ニハ粗大滴状ニシテ大小不同「エオジン」ニ好

染セル顆粒ヲ甚ダ多量ニ充シ,隣 接セル細胞相互

ノ境界不明 トナレルモノ多シ.又 胞體ノ頂點 ヲ破

リテ粗大顆粒 ノ管腔内ニ溢出セルモノアリテ時ニ

管腔内ヲ充セルコトアリ.然 レドモ稀ニハ顆粒減

少乃至消失シテ胞體洋梨形ニ膨大シ,内 容殆 ド水

樣透明 トナレルモノモ認メラル.粗 大顆粒ノ量少

キモノニ於テハ,細 胞基底部ニ縦走セル條紋ヲ認
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ムルコトアリ,又 粗大顆粒 ヲ有セズ核 ノ外側ニ縦

走セル著明ナル條紋ヲ有スルモノア リテ漸次次ニ

述ブル條紋部ニ移行スルモノノ如シ.核 ハ細胞底

ニ近ク存シ多クハ圓形ニシテ大,色 質ニ乏シキモ,

長橢圓形ニシテ小サク色質ニ富ムモノアリ.顆 粒

減少乃至消失シテ胞體透明化セルモノニ於テハ,

核ハ主トシテ桿状ニ濃縮シテ細胞底ニ壓セラル.

條紋部ハ管状腺ニ續キテ存シ切片上 ニ於ケル其

ノ面積ハ前2者 ニ比 シ遙ニ小ナ リ.條 絞部細胞ハ

柱状ニシテ高ク,核 ハ圓形ニシテ色質ニ乏シク,

胞體 ノ遊離緑ニ近 ク存ス.條 紋部細胞ハ廣キ核外

側 ニ於テ細胞底 ニ垂直ニ配列セル著明ナル條紋ヲ

認ムルモ,核 内側ハ狹ク,微 細顆粒状 ヲ呈シ,條

紋 ヲ認 メズ.内 腔ニ接スル薄キ層ハ等質ニシテ顆

粒状ヲ呈セズ.葡 萄,管 状兩腺細胞竝ニ條絞部細

胞 ノ基底部ニハ少數 ノ龍細胞ヲ認ムルモ,一 般 ニ

間質組織ハ少ク,小 葉間ニハ細血管 ト共ニ少量ノ

結締織ヲ認ムルモ腺房間ニハ之 ヲ認メ難シ.

第4項 骨折動物ニ於ケル顎下腺 ノ所見

骨折後1日. 顎下腺ニハ未ダ著明ナル變化ハ

認メラレザルモ,葡 萄腺細胞ハ之ヲ充セル顆粒ノ

崩壞ニヨリ,胞 體 ノ空胞性 トナレルモノ稍多ク,

核 モ亦多少濃縮性ナリ.管 状腺細胞内顆粒モ多少

減少セルモノノ如シ.條 紋部ニハ著變 ヲ認メズ.

條紋ハ寧 ロ幽微ナリ.

骨折後2日. 葡萄腺細胞ハ胞體 ノ多少縮小セ

ルモノ多 ク,稍 大ナルモ ノモ顆粒ハ多ク崩壞ニ傾

キ,核 モ亦細胞底ニ壓セラレテ多少濃縮ニ傾 ク,

管状腺ニ於 ケル胞體内 ノ粗大滴状顆粒ハ特ニ顎下

腺周邊部ニ於テ明カニ減少セルモ管腔内ニ多量ノ

顆粒ヲ溢出セルモ ノア リ,然 レドモ其 ノ顆粒ハ多

ク染色性低下シ,且 其ノ或者ハ融合シテ 「エオジ

ン」ニ淡紅色ニ染レル等質物質 ト化セルモノア リ.

條絞部ハ高サ最モ低クナ リ條紋モ亦著明ナラズ.

核 ハ多少橢圓形ニ傾キテ小サク色質ニ富ムモノア

リ.

骨折後3日. 葡萄腺細葉ハ可成著明ニ萎縮 シ,

胞體内顆粒ハ融解シテ空胞状 ヲ呈スルモ ノ多シ,

核ハ圓形ニシテ稍大キク色質ニ乏シキモノ多シ.

管状腺ハ多數認メラルルモ胞體内 ノ顆粒ハ一般ニ

稍小サク,且 著明ニ減少スル ト共ニ胞體膨大シテ

洋梨形 トナ リ,内 容殆 ド水樣透明 トナレルモノモ

多數認メラル.條 紋部ハ數量的ニ明カニ増加スル

ト共ニ細胞ハ高サヲ増 シ,條 紋モ亦稍著明 トナル.

核ハ圓形ニシテ色質ニ乏シ.

骨折後5日. 葡萄腺細葉ハ稍小サキモ顆粒ヲ

充セルモノ多 ク,大 ナル空胞ヲ多數ニ有 スルモノ

(第15例)ア リ.管 状腺ハ多數認メラレ,胞 體内

ノ粗大滴状顆粒ハ一般ニ小サク且其ノ含量少クシ

テ條紋細胞ヲ混ズルモノ多シ.條 紋部ハ多數ニ認

メラレ胞體高ク,條 紋モ亦稍著明ニシテ整然タル

モ ノ多シ.

骨折後1週. 葡萄腺細葉ハ甚ダ著明ニ縮小シ

胞體内顆粒亦著明ニ減少 シテ胞體 ハ空胞性トナ

ル.核 ハ一般 ニ稍大キク色質ニ乏シ.管 状腺ハ多

數認メラルルモ胞體内 ノ粗大滴状顆粒ハ著明ニ減

少シ,且 胞體膨大シテ内容殆 ド水樣透明 トナレル

モノ多シ.而 シテ後者 ノ核ハ細胞底ニ壓セラレテ

長橢圓形 トナリ色質ニ富ム.條 紋部ハ多數 ニ認 メ

ラレ,胞 體ハ高ク條紋亦著明ナ リ.

骨折後2週. 葡萄腺細葉ハ稍小サク,腺 細胞

ハ空胞性ナルモノ多キモ,他 方顆粒ヲ充セルモノ

モ多數認メラル.核 ハ一般ニ稍小サク色質ニ富ム.

管状腺ハ多數認 メ ラルルモ前者ニ比スレバ稍少

ク,胞 體内ニ於 ケル粗大滴状粒顆粒ハ小サク且少

キモ前者(骨 折後1週)ニ 比シ稍多シ.條 絞部ハ

稍多數ニ認メラレ,胞 體稍高 ク條紋多少著明ナル

モ前者ニ比スレバ正常ニ近シ.

骨折後3週. 葡萄腺細葉ハ漸次肥大シ,腺 細

胞モ亦顆粒ヲ充 シテ稍暗色ヲ呈スルモ ノ多クナ

リ.核 ハ稍小サク色質ニ富ム.管 状腺モ亦漸次減

少シ,腺 細胞ハ内ニ多量ノ粗大滴状顆粒ヲ充シ,

核ハ壓セラレテ稍小サク色質ニ富ムモノ多シ.條

絞部ハ減少シテ略ボ正常動物 ニ於 ケルモノト同樣

124



内分泌腺ノ骨折性變 化ニ關スル研究補遺(第2編) 301

ニナリ,胞 體 ノ高サ略ボ正常ニシテ條紋モ亦著明

ナラズ.

骨折後4週 及ビ5週. 葡萄腺細葉ハ漸次大 ト

ナリ,腺 細胞ハ顆粒ヲ充シテ稍暗色ヲ呈スルモノ

多キモ尚ホ顆粒崩壞シテ空胞性ナルモノモアリ.

管状腺ハ減少シテ略ボ正常 ト同樣ニナ リ.腺 細胞

ハ内ニ粗大滴状ノ顆粒 ヲ充スモ,顆 粒減少シテ胞

體ノ基底部ニ近 ク條紋 ヲ現スモノア リ.又 管状腺

内ニ多數 ノ條紋細胞ヲ混ズルヲ認ム.條 紋部ハ數

最的ニハ略ボ正常ト同樣ナルモ胞體稍低 ク條紋モ

亦多少纎細ナ リ.

骨折後7週 及ビ12週. 顎下腺ハ全體 トシテ

略ボ正常動物ニ於ケルモノト同樣ニナリ,著 明ナ

ル變化ハ既ニ認 メラレザルニ至ルモ,條 紋部細胞

ハ胞體ノ高サ稍低ク條紋モ亦多少纎細ナルモノノ

如シ.

第6表 骨折白鼠 ノ顎下腺所見

第5項 實驗動物ニ於ケル舌下腺 ノ所見

正常白鼠ノ舌下線ハ前顎下部ニ左右相對シテ存

在シ,顎 下腺 ト同一結締織嚢 ニ包マレ,僅 ニ其 ノ

透明性ニヨリ區別サル.舌 下腺ハ主 トシテ粘液腺

ヨリナルモ少數ノ漿液腺 ヲ混在ス.粘 液腺細胞ハ

圓形乃至洋梨形ニシテ多數相集 リテ細葉 ヲ形成

シ,胞 體ハ大部分明ルキモ其 ノ基底部即チ細葉周

邊部ニハ「ヘマ トキシリン」ニ稍濃染シテ暗色ヲ呈

スル新月状 ノ部分ヲ認ムル コト多ク,核 ハコノ部

ニ認メラレ,卵 形乃至長橢圓形ニシテ色質ニ富ム.

尚ホ細葉間ニハ稀ニ小サキ漿液腺細胞ヲ少數認ム

ルコトアリ.胞 體内ニハ「エオジン」ニ染レル顆粒

ヲ有シ,核 ハ圓形ニシテ色質稍少シ.

條 紋部ハ耳下腺ニ見ラレタルモノト略ボ同樣ナ

ルモ,其 ノ數一般ニ少シ.之 ニ續 ク排泄管ハ稍多

數認 メラルルモ上皮細胞ハ骰子形 ヲナシテ低 ク殆
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ド條紋ヲ認メズ.腺 細胞竝ニ條絞部細胞 ノ基底部

ニハ籠細胞ヲ認ムルモ一般ニ間質ハ少シ.

骨折動物ニ於ケル舌下腺ヲ視ルニ,骨 折後モ著

明ナル一定 ノ變化ハ殆 ド認メラレザルガ如キモ粘

液腺細胞ハ骨折後多少胞體 ノ縮小ヲ來シテ暗色ヲ

呈シ,細 胞基底部 ニ於ケル新月状 ノ「ヘマ トキシ

リン」ニ濃染セル部分ハ多少肥大セルカニ認メラ

ル.而 シテ上記ノ變化ハ僅カナガラモ骨折後3日

乃至5週 ニ亙 リテ認 メラレ,骨 折後1週 ニ於テ最

モ高度ナルガ如シ.條 紋部ハ骨折後多少減少シ上

皮細胞モ亦多少高サヲ減ズルガ如キモ著明ナル一

定ノ變化ハ認メ難シ.

第6項 本節ノ總括

骨折後ニ於ケル白鼠唾液腺 ノ示ス變化ヲ總括ス

ルニ次ノ如 シ.

耳 下腺ハ骨折後稍著明ナル變化ヲ來ス.腺 細胞

ハ骨折後1日 ニテハ,腺 細葉 ノ内帶ハ分泌顆粒ヲ

充シテ肥大セルニ反シ,外 帶ハ殆 ド認 メラレズ.

核亦小サク暗色ヲ呈セル ニ,骨 折後2日 ニテハ細

葉ハ稍小サクナリ,分 泌顆粒 ノ量モ亦多少減少ス

ルモ外帶ハ尚ホ殆 ド認メラレズ,核 ハ稍大 トナル.

骨折後3日 ニテハ細葉ノ内帶ハ分泌顆粒 ノ減少 ト

共ニ縮小スルモ外帶ハ稍廣 クナリ,核 ハ肥大 シテ

明カナ リ,骨 折後5日 モ略ボ之 ト同樣ナ リ.骨 折

後1週 ニテハ分泌顆粒ノ減少ハ甚ダ著明 トナリ細

葉内帶ハ小ナルニ反シ外帶ハ廣ク圓形ニ肥大 シテ

明ルキ核ノ比較的増加ヲ著明ニ認ム.然 ルニ骨折

後2週 ニ至レバ之等ノ變化ハ再ビ減弱ヲ始 メ,細

葉ハ前者ニ比シ多少肥大 シ,分 泌顆粒モ亦増加ス.

細葉外帶モ亦稍狹クナ リ,核 ハ縮小シテ稍暗色ヲ

帶ブ.爾 後 上記ノ變化ハ漸次ニ減弱シテ舊 ニ復シ,

骨折後7週 ニ至レバ略ボ正常ニカヘル.然 ルニ骨

折後9週 及ビ12週 ノ3例 ハ腺細胞甚ダ著明ニ縮

小シ,分 泌顆粒モ亦殆 ド認 メラレザルモ ノア リテ

細葉内帶ハ一般ニ明キモ外帶ハ廣 ク,圓 形ニ肥大

シテ明ルキ核ノ比較的増加 ヲ甚ダ著明ニ認ム.條

紋部ハ骨折後1日 ニテハ上皮細胞多少縮小シ,條

紋モ亦稍纎細 トナルモ數量的ニハ未ダ著變 ヲ認メ

ズ,骨 折後2日 ニテハ上皮細胞ノ萎縮稍高度 トナ

ルニ反シテ,骨 折後3日 ニテハ上皮細胞ハ前者ニ

比シ多少肥大シテ條紋モ稍著明 トナル.骨 折後5

日ニテハ稍正常ニ近 クナリ,數 量的ニハ多少増加

スルニ至ル.然 ルニ骨折後1週 ニテハ數量的ニハ

比較的ニ多數認 メラルルモ,上 皮細胞ハ再ビ著明

ニ萎縮シテ低 クナリ,條 紋モ亦纎細 トナル.骨 折

後2週 ニテハ略ボ之 ト同樣ナルモ上記ノ變化ハ稍

高度 トナル.然 ルニ骨折後3週 ニテハ再ビ上皮細

胞ハ多少肥大シ,條 紋モ亦稍著明 トナル.其 ノ後

之等 ノ變化ハ漸次ニ囘復シテ骨折後5週 ニテ略ボ

正常ニカヘリ,骨折後9週 及ビ12週 ニ至 リ腺細胞

ニハ著明ナル變化ヲ認ムルモ條紋部ニハ變化ヲ認

メズ,略 ボ正常動物 ト同樣ナ リ.

次 ニ顎下腺ヲ視ルニ,顎 下腺モ亦骨折後稍特異

ナル變化 ヲ來スモノニシテ,其 ノ葡萄腺ハ先ヅ腺

細胞内分泌顆粒 ノ崩壞 ヲ來シテ胞體ハ空胞性 トナ

リ,次 デ腺細胞 ノ縮小 ト共ニ葡萄腺細葉 ノ萎縮ヲ

來ス.骨 折後1-2日 ニテハ,其 ノ度尚ホ未ダ輕度

ナルモ,骨 折後3日 ニ至レバ其 ノ度稍著明 トナ リ,

核ハ圓形 ニ肥大シテ色質ニ乏 シキモノヲ多數ニ認

ム.骨 折後1週 ニテハ上記ノ變化ハ甚ダ著明 トナ

ルモ,其 ノ後ハ再ビ漸次ニ舊 ニ復シ,骨 折後3週

ニテハ略ボ正常ニ近ヅキ,骨 折後4週 以後ニハ既

ニ著變 ヲ認メザルニ至ル.

管状腺ハ骨折後一時多少減少スルガ如キモ再ビ

間モ無 ク漸次ニ増加 シ,腺 細胞内粗大滴状 ノ分泌

顆粒ハ骨折後2日 ヨリ漸次減少シ,胞 體ハ洋梨形

ニ膨大シ,内 容ハ水樣透明 トナリテ少許 ノ顆粒又

ハ網工ヲ殘スニ過ギザルニ至 リ,核 ハ細胞底ニ壓

セラレテ縮小シ且色質ノ増加ヲ來ス.即 チ骨折後

1日 ニテハ管状腺ハ多少減少セルカノ觀アルモ顆

粒ニハ著變ナ ク,骨 折後2日 ニテハ管状腺ハ數量

的ニハ略ボ前者 ト同樣ナルモ顆粒 ノ減少ヲ輕度ニ

認ム.骨 折後3日 ニテハ管状腺ハ増加シテ正常以

上 トナルト共 ニ顆粒ハ著明ニ減少シテ胞體 ノ水樣
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透明ニ膨大セル細胞ヲ多數ニ認ムルカ或ハソレノ

ミヨリ成ル管状腺ヲ特ニ周邊部ニ多數認ムルニ至

リ,骨 折後1週 ニテハ管状腺 ノ増加最モ高度 トナ

ル ト共ニ顆粒ノ減少モ亦甚ダ著明トナル.然 ルニ

骨折後2週 ニテハ管状腺ハ多少減少スル ト共ニ顆

粒ハ再ビ著明ニ増加シ,骨 折後3週 ニテハ略ボ正

常ニ近ヅク,骨 折後4週 ニテ管状腺細胞内 ノ顆粒

ハ多少減少スルガ如キモ骨折後5週 ニテハ略ボ正

常 ニカヘ リ,骨 折後7週 以後ニテハ著變ヲ認メ得

ズ.

顎下腺條紋部ハ骨折後細砲 ノ高サヲ一時減少ス

ルモ間モナク増加スルニ反シ條紋部ハ漸次増加ス

ル ト共ニ條紋モ亦顯著 トナル.即 チ骨折後1日 ニ

テハ尚ホ著變ナキモ骨折後2日 ニテハ條紋部細胞

ハ稍低クナリ,條 紋モ亦多少纎細トナル.骨 折後

3日 ニテハ細胞ハ高サヲ増シ,條 紋モ亦稍著明 ト

ナリテ略ボ正常 ト同樣ニナルモ,骨 折後5日 ニテ

ハ條紋部ハ著明ニ増加スルト共ニ胞體モ亦肥大シ

テ高サヲ増 シ.且 條紋ハ著明 トナル.骨 折後1週

ニテ上記 ノ變化ハ最モ強度 トナルモ爾後再ビ漸次

ニ奮ニ復シ,骨 折後3週 ニテハ一度正常以下トナ

ルガ如キモ,骨 折後4週 ニテハ略ボ正常 ト同樣ニ

ナ リ,骨 折後5週 以後ニハ再ビ著變ヲ認メ難シ.

舌下腺ニ於テハ,上 記耳下腺及ビ顎下腺ニ於ケ

ルガ如ク,著 明ナル變化ハ認 メラレズ.僅 ニ粘液

腺細胞ガ骨折後3日 頃ヨリ多少胞體ノ縮小ヲ來シ

テ暗色ヲ呈シ,細 胞基底部 ニ於ケル新月状ノ部分

ガ肥大セルヲ認 メタルモ,骨 折後5週 ニ至レバ既

ニ變化ハ認 メラレザルニ至ル.而 シテ上記 ノ變化

ハ骨折後一週ニ於テ稍著明ナリ.條 紋部ニ於テハ

殆 ド著明ナル變化ハ認 メ難 シ.

要之,唾 液腺モ亦骨折後2次 的ニ顯著ナル變化

ヲ招來ス.就 中,耳 下腺ハ骨折後線細胞 ノ萎縮ヲ

來 シテ分泌顆粒ハ著明ニ減少シ,條 紋部細胞モ亦

萎縮シテ條紋ハ纎細 トナル.顎 下腺 ニ於テモ亦葡

萄腺々細胞ハ骨折後萎縮 シテ分泌顆粒ノ著明ナル

減少ヲ來シ,管 状腺々細胞ハ分泌顆粒ノ減少ヲ來

スモ胞體ハ肥大シテ水樣透明 トナル.然 ルニ條紋

部ハ耳下腺ニ於ケル所見ニ反シテ上皮細胞ノ肥大

ヲ來シ,條 紋ハ著明 トナル.舌 下腺ニハ著明ナル

變化ハ認 メ難シ.

第5節 實驗動物ニ於ケル睾丸ノ所見

第1項 正常動物ニ於ケル睾丸 ノ所見

正常白鼠 ノ睾丸ハ多數ノ細精管及ビ其ノ間隙 ヲ

塞グ間質組織ヨリタリ,強 鞏ナル白膜ヲ以テ包マ

ル.白 膜ハ内外2層 ヨリナリ,外 層ハ緻密ナルモ

内層ハ疎ニシテ,其 ノ分枝ハ細精管 ノ間膜 ニ侵入

シテ間質 ヲ形成ス.間 質組織ハ造精組織ニ比 シ甚

ダ僅少ナルモ結締織,血 管等 ノ外ニ間質細胞ヲ容

ル.間 質細胞ハ間質ニ於テ散在性ニ又ハ島嶼状ニ

現レ略ボ2種 ニ區別シ得ルモノニシテ各々稍特異

ナル核 ヲ有ス.即 チ其ノ1ツ ハ所謂間細胞ニシテ,

胞體ノ境界ハ不明ナルモノ多キモ略ボ圓形,紡 錘

形乃至多角形ヲ呈シ,核 ハ大キクシテ圓形乃至橢

圓形ヲ呈スルモ ノ多ク,少 クトモ必ズ圓味ヲ帶 ビ,

核膜ハ菲薄ナレドモ明瞭ニ認メ得.一 般 ニ色質 ニ

乏シク,色 質塊ハ著明ニシテ,核 小體亦明カナリ.

而 シテコノ核ハ常ニ略ボ胞體 ノ中心部ニアルモノ

ノ如シ.其 ノ2ハ 組織球性細胞ニシテ,胞 體ハ圓

形,紡 錘形乃至多角形 ニシテ,核 ハ一般ニ小サク

圓形,橢 圓形,腎 臟形乃至桿状ニシテ色質ニ富ミ.

核小體ハ不明ナルコト多ク,胞 體 ノ1側 ニ偏シテ

認メラルルコト多シ.

細精管 ヲ視ルニ,固 有膜ノ基底ニ横 リテ大ナル

ゼル トリー氏細胞アリ.核 ハ卵形乃至三角形ニシ

テ甚ダ大キク,色 質ニ乏シク核小體ハ明カナリ.

胞體ハ比較的小サク,其 ノ遊離縁ニ多數 ノ精絲ヲ

附着セルモノ多シ.

精祖細胞ハゼル トリー氏細胞ト同列或ハ其 ノ内

側ニ認 メラレ胞體ハ略ボ圓形ニシテ小サク,核 モ

亦圓形ニシテ小サク色質ニ富ム.精 母細胞ハ其ノ

内側ニア リテ胞體大,核 モ亦甚ダ大キク色質ニ乏

シ.精 娘細胞ハ其 ノ内側ニ多數認メラレ胞體稍小

サク不正圓形乃至卵形ヲ呈シ,核 ハ略ボ圓形ナル
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モ稍小サク色質甚ダ少シ.其 ノ内側ニハ多量 ノ滴

状分泌物 ト共ニ多數 ノ精絲 ヲ認 ム.其 ノ或者ハ

ゼルトリー氏細胞 ト細胞結合ヲナシ,或 者ハ離レ

テ管腔内ニ遊走ス.細 精管内ニ於ケル構造ハ略ボ

上記 ノ如クナルモ各細精管ハ常 ニ同一構造ヲ示サ

ズ,精 絲形成機轉 ノ時期ニヨリ各種造精細胞ハ形

態學的ニモ又數量的ニモ多少ノ相違ヲ常ニ認ムル

モノナリ.

第2項 骨折時ニ於ケル睾丸 ノ所見

骨折後1日. 間質結締織ハ稍少キモ間細胞ハ

多數認メラレ,核 ハ圓形乃至橢圓形ニシテ稍大キ

ク色質ニ乏 シ,核 小體竝 ニ色質塊ハ明カニ認メラ

ル.組 織球性細胞ニ著變 ヲ認メズ.精 絲形成ハ旺

盛ニシテゼル トリー氏細胞ニ異常 ヲ認 メズ.

骨折後2日. 間質結締織ハ略ボ前者 ト同樣ニ

シテ稍少キモ間細胞ハ多少増加シ,核 ハ圓形乃至

橢圓形ニシテ稍大キク,色 質ハ一般ニ稍少ク,色

質塊及ビ核小體ハ明カナルモノ多シ.組 織球性細

胞ニハ著變 ヲ認 メズ.精 蟲形成ハ正常動物同樣ニ

甚ダ旺盛ニシテゼル トリー氏細胞モ亦異常ヲ認 メ

ズ.

骨折後3日. 間質結締織ハ稍少ク,間 細胞モ

亦著變 ヲ來サズ,核 ハ圓形乃至橢圓形ニシテ稍大

ナルモ,色 質一般 ニ稍多ク多少暗色ヲ呈スルモ色

質塊ハ明カナ リ.組 織球性細胞ニ著變 ヲ認 メズ.

精蟲形成ハ一般 ニ甚ダ旺盛ニシテゼントリー氏細

胞ハ一般ニ稍小ナ リ.

骨折後5日. 間質結締織ハ稍増加シ,輕 度ノ

浮腫ヲ認ム.間 細胞ハ多少増加シ,核 ハ一般ニ圓

形ニ肥大シテ色質ニ乏シク,色 質塊小サク,核 小

體ハ明瞭ナリ.組 織球性細胞ニ著變ナク,精 蟲形

成亦旺盛ナルモゼル トリー氏細胞ハ稍小サク且少

シ.

骨折後1週. 間質結締織ハ稍増加シ,間 細胞

亦多數認メラル.核 ハ一般ニ大キク圓形 ヲ呈スル

モノ多シ,色 質ハ甚ダ少ク,色 質塊ハ微細ニシテ,

核小體ハ明カナリ.組 織球性細胞ハ著變ヲ示サズ.

精蟲形成ハ稍盛ナルモ1例(第17號)ハ 諸所ニ

荒廢セル細精管ヲ認ム.ソ レ等 ノ細精管ニ於テハ

ゼル トリー氏細胞ハ著明ニ肥大増殖セルモ,精 祖

細胞ヲ僅ニ少數認ムル ノミニテ,多 クノモノハ精

母細胞,精 娘細胞及 ビ精蟲 ヲ缺如シ,管 腔内ニハ

網状構造ヲ認ムルニ過ギズ.

骨折後2週. 間質結締織ノ増加ハ殆 ド認メラ

レザルモ,間 細胞ハ多數ニ認メラレ核ハ圓形或ハ

橢圓形ニシテ大キク,色 質ハ少シ.核 小體,色 質

塊ハ稍著明ナリ.組 織球性細胞ニ著變 ヲ認 メズ,

ゼルトリー氏細胞ハ稍多數認メラレ,精 蟲形成ハ

多少減退セルモノノ如ク,精 娘細胞,精 絲ノ減少

著明ナルモノ多シ.

骨折後3週. 間 質結締織ハ略ボ正常動物 ニ於

ケルモ ノト同樣ナルモ,間 細胞ハ稍多ク,核 ハ稍

大ナルモ前者 ニ比スレバ一般ニ小サク,色 質モ亦

多シ,色 質塊ハ稍大キク,核 小體ノ多少不明瞭ナ

ルモノ多シ.組 織球性細胞ニ著變ナク,精 蟲形成

亦旺盛ナリ.

骨折後4週. 間質結締織ハ略ボ正常 ト同樣ナ

ルモ,間 細胞ハ多數認メラレ,其 ノ核ハ圓形ニシ

テ大キク色質少シ.色 質塊及ビ核小體ハ明カナ リ.

組織球性細胞ニ著變ヲ認メズ.精 蟲形成ハ多少障

碍サレ,精 蟲 ノ減少著明ナルモノアルモ,又 精蟲

形成 ノ甚ダ旺盛ナルモノモアリ.ゼ ル トリー氏細

胞ハ多數認メラルルモ稍小ナリ.

骨折後5週. 間質結締織ハ一般ニ稍少ク間細

胞モ亦少シ,而 シテ其 ノ核ハ一般ニ小サク長橢圓

形ヲ呈シ色質ニ富ムモノ多ク,色 質塊,核 小體ハ

不明瞭ナリ.組 織球性細胞ニ著變ヲ認メズ.精 蟲

形成ハ多少障碍サルルモノノ如ク,精 母細胞ハ一

般ニ小サク核ハ色質ニ富ム.精 娘細胞,精 蟲モ亦

稍少キモ ノ多シ.ゼ ルトリー氏細胞ハ多數認メラ

ルルモ小ナ リ.

骨折後7週. 間質結締織ハ稍少ク,間 細胞亦

少シ.核 ハ橢圓形ニ小サク,色 質ニ富ムモ ノ多シ.

色質塊,核 小體ハ明カナルモノアリ.組 織球性細
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胞 ニ著變ヲ認 メズ.精 蟲形成ハ旺盛ナルモ,第33

號 ノ1例 ハ第17號 ニ認 メタル ガ如ク諸所ニ荒廢

セル細精管ヲ多數ニ認 メタリ.

骨折後9週. 睾丸 ハ全體 トシテ略ボ正常 ノモ

ノト同樣ナルモ,間 質結締織稍多ク,間 細胞ノ核

ハ稍大キク色質ニ乏シ.組 織球性細胞ニ著變ヲ認

メズ,精 蟲形成亦旺盛ナリ.

骨折後12週. 略ボ正常 ノモノト同樣ニシテ間

質結締織ハ稍少ク,間 細胞ハ一般ニ長橢圓形ニシ

テ小サク色質ニ富ム.組 織球性細胞ニ著變ヲ認 メ

ズ.精 蟲形成亦旺盛ナリ.

第7表 骨折白鼠 ノ睾丸所見

第3項 本節 ノ總括

骨折動物ニ於 ケル睾丸 ノ實質ニハ著明ナル一定

ノ變化ハ認メラレザルモ ノノ如キモ,骨 折後2週

ヲ經タルモノニ於テハ精蟲形成稍衰ヘ,精 娘細胞

及ビ精蟲ノ萎縮減少ヲ輕度ニ認ムル細精管ヲ屡 々

認メタリ.骨 折後4週 ヲ經タルモノニ於テモ略ボ

同樣ノ所見ヲ認 メタリ.從 ツテ骨折後2週 以後ニ

於テ精蟲形成ハ多少衰 フルモノノ如キモ,9週 以

後ニ於テハ之ヲ認メズ.正 常同樣精蟲形成ハ甚ダ

旺盛ナリ.

然ルニ間質組織ニ於 ケル間細胞ハ骨折後著明ナ

ル變化 ヲ來セ リ.即 チ間細胞ハ骨折後稍著明ニ増

加 シ,核 ハ肥大シテ圓形 トナ リ,色 質ハ減少シテ,

核 小體ハ著明 トナル.而 シテ之等 ノ變化ハ骨折後

1日 ニシテ既ニ僅ニ認 メラルルモ,其 ノ後漸次増

強シテ骨折後5日 ニテハ稍著明トナル.然 レドモ

骨折後1週 及ビ2週 ヲ頂點 トシテ再 ビ漸次ニ囘復

シ,骨 折後12週 ニテハ全ク正常動物ニ於 ケル ト同

樣 トナル.

第4章 總括竝ニ考按

白鼠ノ肋骨ニ骨折ヲ加ヘ種 ナ々ル時 期ニ於テ其
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ノ松果腺,膵 臟,唾 液腺及ビ睾丸 ノ組織學的檢索

ヲ行フニ,之 等ノ諸臟器ニ組織學的變化ヲ招來ス

ル コトヲ認メタリ.

松 果腺ハ骨折後腺細胞 ノ肥大透明化ヲ來シ,其

ノ核 ノ肥大,色 質ノ減少ヲ伴フモノ多シ.之 等 ノ

變化ハ骨折後時期的ニ一定 ノ消長 ヲ示スモ,骨 折

局所ニ於ケル治癒機轉 ト照合考察スルニ,松 果腺

ノ變化ハ骨折治癒第1期 乃至第2期(2-5日)ニ

於テ稍著明 トナリ,骨 折治癒第4期(3-5週)ニ

至 リテ再ビ前記 ノ變化現ハル.以 後漸次ニ其 ノ程

度 ヲ減ジテ骨折後9週 ニ至 リ略ボ正常 ノ状態ニ復

スルモノニシテ,松 果腺 ト骨折治癒機轉 トノ間ニ

ハ尠クトモ余ノ指標 トセル組織學的所見ノ範圍ニ

テハ,他 ノ内分泌諸腺ニ於ケルガ如ク密接ナル一

元的 ノ關聯性 ヲ認メ難シ.松 果腺細胞ノ分泌作用

ニ就テハ既ニ形態學的觀察ヲ行ヒタルモノアレド

(Biondi, Del-Rio-Hortega, Jordan, Volkmann),

余ハ本實驗ニ於テ白鼠ノ松果腺細胞ノ胞體内ニ微

細ナル「エオジン淡染性」顆粒アルヲ認メ,此 顆粒

ハ色質ニ富ム小核ヲ有スル小形腺細胞ニハ多量ニ

存シテ暗色ヲ呈シ,色 質ニ乏シキ大核ヲ有スル大

形腺細胞ニハ顆粒減少シテ僅ニ核ノ圍ニ少量認ム

ルニ過ギズ.而 シテ此兩者 ノ間ニハ種 々ノ移行型

ヲ認ムルモ,大 形細胞ハ骨折後ニ多數出現シ,胞

體空胞性ニシテ明ルシ.其 ノ状恰モ腦下垂體前葉

細胞或ハ上皮小體主細胞ニ於テ現ハルル透明型細

胞 ノ如シ.依 テ余ハ骨折後ニ現ハルル松果腺細胞

ノ大型透明型ハ恐ラク其 ノ分泌機能 ノ亢進期ニア

ルモ ノト推測ス.文 獻ニ徴スルニ,松 果腺 ノ機能

ハDescartes (1647)ノ 稱ヘタル精神作用ニ關ス

トノ假説ハ姑 ク措 クモ,内 分泌機能 ノ有無ニ關シ

テスラ今猶議論 ノ存スル所ナリ.松 果腺ヲ以テ一

種 ノ荒廢セル臟器ナ リトナスモノアルモ,臨 牀上

ノ經驗ニヨリ肉體的竝ニ精神的 ノ早熟ヲ抑制スル

作用 ヲ有スルコトハFoa (1912), Zoia (1914),

Horrax (1916),伊 澤(1923),横 尾(1926)等 ニ

ヨリ實驗的ニ證明セラレタリ.尚 ホ最近 ノ研究ニ

ヨレバ松果腺ハ腦下垂體 ノ機能ヲ調節シ(Engel)

殊 ニ其 ノWachstumshormon竝 ニGonadotropes

Hormonニ 對 シテ抑制的ニ作用スルモノノ如シ.

Candia, Engel等 ハ松果腺物質 ノ投與 ニ ヨリ

「血清カルチユーム」 ノ上昇 スル ヲ認メタルモ,

Engelハ 松 果腺物質投與ニヨリ白鼠 ノ肋骨々折部

ニ於ケル假骨形成機轉ハ影響ヲ受ケザル事 ヲ認 メ

タリ.然 レドモ松果腺ガ骨折後ニ一定 ノ組織學的

變化ヲ招來シ,而 モ之ハ骨折後時期的ニ一定 ノ推

移消長 ヲ示 スハ既ニ述ベタルガ如ク明カナル事實

ナルヲ以テ,松 果腺モ亦骨折治癒經過ニ際シ全 ク

無關與 ノ臟器ニ非ラザルハ想像ニ難カラザル トコ

ロナ リ.骨 折後ニ招來サレタル松果腺 ノ變化ハ其

ノ「カルチユーム代謝」或ハ發育ニ關與スル機能 ノ

賦活ニ基 クモノナルカ,將 又,腦 下垂體,生 殖腺

等ノ機能變調ニ對應スル變化ナルカハ余ノ本研究

ノ範圍 ニ於テハ明カニナシ得ザルモ,恐 ラク松果

腺モ亦他 ノ内分泌諸腺 ト共ニ骨折治癒ニ向 ツテ緊

密ニ關與 スル機能ヲ有スルモノト思惟セラル.

膵臟ハ骨折後腺房竝ニラ氏島ニ變化ヲ來ス.而

シテ主要ナル所見ハラ氏島ノ肥大増生及ビ島細胞

ニ於ケルゴルヂー氏内網裝置ノ發育著明 トナルコ

トナリ.腺 房ハ骨折後早期ニ縮小竝 ニ酵素原顆粒

ノ減少ヲ來スモ之ハ比較的速ニ恢復 ス.此 ラ氏島

ノ變化ハ骨折後5日 ニ至 リテ初メテ現ハレ,漸 次

其ノ増強 ヲ來シ,骨 折後2-4週 ニ於テ最モ強度

トナル.以 後ハ再ビ漸次ニ減退スルモ,骨 折後12

週 ニ至 リ尚ホ完全ニ奮ニ復サズ,多 少ノ肥大増加

ヲ認メタリ.然 ルニ骨折局所ニ於ケル所見 ヲ照合

吟味スルニ骨折吸收竝ニ骨質添加機轉モ亦骨折後

5日 ニ始 リテ漸次増強シ,骨 折後2-4週 ニテ甚ダ

旺盛 トナリ,其 ノ後多少減弱スルモ骨折後12週 ニ

至ルモ尚ホ認メラレ,前 述ラ氏島ニ於ケル變化ノ

消長ト甚ダヨク併行一致スル關係ニアルハ興味ア

ル所見 ニシテ,恐 ラク膵臟ラ氏島 ノ變化 ト骨折治

癒經過殊 ニ假骨改造機轉 トノ間ニハ密接ナル關係

ノ存在 スベキハ想像 スルニ難カラズ.
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抑モ腺細胞ニ於 ケルゴルヂー氏内網裝置 ノ意

義 ニ關 シテハ尚ホ議論 アルモCowdry (1911),

Biondi (1911), Saguchi (1920), Nassonow (1925),

Fuchs (1902), Hirschler (1910), Fano (1922),

Kopsch (1925)等 多數 ノ學者ハ分泌機能ニ關スル

モ ノニシテ,機 能亢進時ニハゴルヂー氏内網裝置

ハ發達 シテ顯著 トナリ,機 能低下時ニハ衰退シテ

幽微 トナルコトヲ述ベタリ.上 記骨折時ニ於ケル

ラ氏島 ノ變化ガ其 ノ粗織學的細胞學的所見 ヨリシ

テ機能亢進像ナルベキハ容易ニ首肯セラルル トコ

ロナリ.

膵臟機能 ノ骨折治癒ニ及ボス影響ニ就テハ文獻

尠ク,僅 ニ檜物(1933)ガ 膵糖犬ニ於テ骨折治癒經

過ヲ觀察セルニ止ル.氏 ノ報告ニヨレバ,膵 臟 ノ

2/3ヲ切除スルカ或ハ之ヲ殆 ド全部剔出セル動物ニ

於テハ骨折治癒作用ハ著シク障碍サレ,假 骨成生

後 ノ吸收作用及ビ其 ノ後 ノ再生現象ノ抑制ヲミタ

ルモ,「 インシユ リン」皮下注射ニヨリコノ障碍ハ

除去サレ略ボ對照例ニ接近シ,又 正常犬ニ 「イン

シユリン」ヲ適當ニ注射スレバ其 ノ骨折局所ニ於

ケル吸收作用竝 ニ骨再生現象ハ促進サルルヲ認メ

タ リト.檜 物ノ觀察ガ其 ノ研究方法 ノ相反スルニ

モ不拘余 ノ白鼠ニ於ケル實驗 ト克ク全ク一致 スル

ハ興味アル事實ナリ.而 シテ骨折時ニ於ケル膵臟

ノ變化 ノ骨折治癒機轉 ノ關與性 ヲ理解スルニ有力

ナル知見ナ リト信ズ.

由是觀之.膵 臟ハ骨折治癒 ニ向ツテ恐ラク能動

的ニ關與スル機能 ヲ有スルモノニシテ,其 ノ重要

ナル作用ハラ氏島ニ於ケル機能亢進ニ由ルモノナ

ルガ如シ.

唾液腺モ亦骨折後2次 的ニ顯著ナル變化ヲ招來

ス.就 中,耳 下腺ハ骨折後腺細胞 ノ萎縮 ヲ來シテ

分泌顆粒ハ著明ニ減少シ,條 紋部細胞モ亦萎縮シ

テ條紋ハ纎細 トナル.顎 下腺ニ於テモ亦葡萄腺々

細胞ハ骨折後萎縮シテ分泌顆粒 ノ著明ナル減少ヲ

來シ,管 状腺 々細胞ハ分泌顆粒 ノ減少ヲ來 スモ胞

體ハ肥大 シテ水樣透明 トナル.然 ルニ條紋部ハ耳

下腺ニ於ケル所見ニ反シテ,上 皮細胞ノ肥大ヲ來

シ條紋ハ著明 トナル.舌 下腺ニハ著明ナル變化ハ

認 メ難シ.

抑 モ唾液腺ノ内分泌ニ關シテハRenzi u. Reale

(1890)以 來諸家 ノ論議ア リシモ近年比企,赤 崎,

宮崎,瀧 澤,伴 等ハ詳細ナル共同研究 ノ結果,唾

液腺ニ於 ケル内分泌ハ條紋部 ニ於テ行ハルルモノ

ニシテ,而 モ主 トシテ耳下腺條紋部ニ於テ行ハレ,

之 ガ缺落セル時ハ極メテ輕微ナリト雖モ顎下腺條

紋部ニ於テモ亦同樣 ノ内分泌行ハル ト述ベタリ.

而 シテ唾液腺ニ於ケル内分泌機能亢進ノ際ニハ,

條紋部細胞ハ肥大シテ其ノ高サヲ増シ,條 紋モ亦

著明 トナルモ,機 能低下ノ際 ニハ逆ニ條紋部細胞

ハ萎縮 シ,條 紋ハ不鮮明 トナルヲ認 メタリ.

之 ニ由 リテ余 ノ骨折時ニ於 ケル唾液腺 ノ所見ヲ

按ズルニ耳下腺條紋部ハ骨折後1日 ヨリ既ニ多少

ノ機能低下ヲ示シ,骨 折後1週 及ビ2週 ニテハ著

明ニ機能低下ノ像ヲ認メ,其 ノ後ハ漸次 ニ囘復ス

ルニ反シテ,顎 下腺條紋部ハ骨折後3日 ヨリ稍著

明ニ機能ノ亢進 ヲ來シ,骨 折後1週 ニテ最高ニ達

シ,以 後漸次ニ機能 ノ減退ヲ來シ,骨 折後4週 ニ

テ略ボ正常ニカヘリ,骨 折後 ニ於 ケル兩唾液腺 ノ

機能的態度ハ殆 ド相反スルモ ノノ如シ.而 シテ之

ヲ骨折局所ニ於 ケル所見 ト照合スルニ耳下腺竝ニ

顎下腺ニ於ケル變化ノ推移ハ克ク骨新生ノ消長 ト

併行對比サルル關係ニアリ.唾 液腺 ノ變化ハ恐ラ

ク假骨形成機轉 トノ間ニ一定 ノ關聯 ヲ有スルモノ

ノ如 ク想像セラル.

飜テ唾液腺 ト骨系統 トノ關係ニ就テ最近ニ至 リ

テ諸家 ノ研究アリ.〔伴(1935),瀧 澤,長 尾,草

野,速 水(1936),宮 崎,近 藤,市 川(1937)〕.伴

ハ骨成長ハ耳下腺結紮ノ際ニハ減少シ
,顎 下腺結

紮 ノ際 ニハ増長スルヲ認メ,瀧 澤,長 尾,草 野,

速水ハ顎下腺剔出 ニヨリ骨成長ノ増 強サルル ヲ認

メ,宮 崎,近 藤,市 川モ亦之ニ賛セ リ.尚 ホ土屋

(1924)ハ 耳 下腺剔出ニ依 リ骨折治癒經過ハ稍遲滯

スルモノノ如シト述ベタルモ,瀧 澤,草 野(1937)
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ハ顎下腺剔出ニヨ リ骨折局所ニ於 ケル軟骨内化

骨,骨 膜性化骨及ビ假骨形成ハ遲滯スルモ耳 下腺

剔出ニヨリテハ促進サルルコトヲ報告セリ.

以上 ノ如 ク唾液腺 ノ機能ガ骨成長殊ニ骨折治癒

機轉ニ密接ナル關係ヲ有スル知見ニ鑑 レバ骨折時

ニ於ケル唾液腺 ノ變化ハ恐ラク骨折治癒機轉ニ緊

密關與スル機能的 ノ意義ヲ有シ,殊 ニ其ノ假骨形

成ニ對シテ耳下腺ハ抑制的ニ,顎 下腺ハ促進的ニ

作用スルモノナルガ如ク解セラルルナ リ.

睾丸ハ骨折後,線 細胞ニ一定顯著ナル變化ヲ認

メザルモ,間 細胞ハ著明ニ肥大 シ増生ヲ來 ス.此

變化ハ骨折後時期的ニ一定 ノ消長ヲ示シ,骨 折局

所 ノ治癒機轉 ト照合スルニ間細胞 ノ肥大増生ハ骨

新生竝ニ骨改造 ノ旺 盛ナル 時期ニ於テ最モ著シ

ク,殊 ニ假骨形成機轉 ト其 ノ消長ヲ共ニスルモノ

ノ如シ.文 獻ヲ渉獵スルニ,生 殖腺ノ骨發育ニ及

ボス影響ニ就テハ多數 ノ觀察アレド睾丸 ノ骨折治

癒經過ニ及ボス影響ニ關シテハ報告甚ダ少ク,余

ノ知レル範圍ニテハ僅ニ數氏ニ過ギズ.坂 田ハ「レ

ントゲン放射線」ヲ以テ去勢シタル動物 ニ於テハ

假骨形成 ノ促進サルルヲ認メタルモMarsigliaハ

睾丸剔出ニヨリ骨折治癒經過ハ影響サレザル旨述

ベタリ.然 ルニ村上ハ睾丸剔出ニヨリ骨折局所ニ

於 ケル假骨形成竝ニ吸收作用ハ遲滯スルヲ認 メ,

村 上(晋),赤 松,大 庭モ亦睾丸剔出ニヨリ骨形成

ノ可成遲滯 スルヲ認 メタリ.

敍 上諸家 ノ知見ニ鑑レバ睾丸ノ骨折性變化ハ骨

折治癒機轉ニ關與 スル機能的意義 ヲ有スルモノト

思惟セラルル トコロナルガ,更 ニ間細胞ノ肥大増

殖 ヲ見ルベキ「レントゲン」去勢動物ニ於テ假骨形

成 ノ促進セラルル ヲ認 メタル坂田ノ成績 ト,余 ノ

證明セル間細胞 ノ増生肥大ガ假骨形成機轉 ト其 ノ

消長ヲ共ニスルノ事實 トヲ考察スル トキハ,睾 丸

ハ骨折治癒ニ向 ツテ明カニ積極的 ニ關與スル臟器

ニ屬 シ,殊 ニ其 ノ際主 トシテ骨 ノ新生ニ向 ツテ促

進的 ニ作用スベク間細胞 ノ機能亢進 ヲ見ルニ至ル

モ ノト考ヘラルル ナリ.

敍 上ノ如ク余ハ松果腺,膵 臟,唾 液腺及ビ睾丸

ノ4種 臟器ニ於テ骨折後一定 ノ組織學的變化 ノ發

來スル事ヲ證明シタルガ,之 等ノ變化ノ多 クハ主

トシテ骨折局所ニ於ケル一定ノ治癒機轉 ト其 ノ消

長ヲ共ニスル事實ハ,嚮 ニ中村ノ記載セル腦下垂

體,甲 状腺,上 皮小體,胸 腺ニ於 ケル骨折性變化

竝ニ余 ノ別報セル副腎ニ於ケル骨折性變化 ト其 ノ

動ヲーニスルトコロニシテ,本 實驗 ノ成績ハ之等

諸腺 ノ所見 ト相俟ツテ爰ニ骨折時 ニ於 ケル各内分

泌腺 ノ態度ノ全貌ヲ略ボ明カニシ得 タルモノナリ

ト信ズ.

由是按之.殆 ド總テノ内分泌腺ハ骨折時骨折局

所 ノ治癒機轉 ト緊密ナル關聯性ヲ有スル變化ヲ呈

スルモ ノノ如シ.而 シテ是ハ恐ラク内分泌腺ガ骨

折治癒機轉ニ參與スル全身的治癒機轉 ノ一 トシテ

多腺性ニ相互對應シテ固有ノ調節機能 ヲ營爲スベ

キ意義 ヲ有スルモノト考ヘラル.

第5章 結 論

1. 白鼠 ノ肋骨ニ骨折ヲ起サシムレバ松果腺,

膵臟,唾 液線及ビ睾丸ニ一定 ノ組織學的變化ヲ招

來ス.

2. 骨 折後ニ起ル松果腺,膵 臟,唾 液腺及ビ睾

丸ニ於 ケル組織學的變化ハ時期的 ニ一定 ノ消長ヲ

示ス.

3. 白鼠 ノ松果腺ハ骨折後腺細胞ノ肥大透明化

ヲ來ス.此 變化ト骨折局所 ノ治癒状態トノ關聯性

ハ明カナラズ.

4. 白鼠膵臟ラ氏島ハ骨折後肥大増生ヲ來ス.

此變化ハ骨改造機轉 ト其 ノ消長ヲ共ニス.

5. 骨折白鼠 ノ耳下腺ハ腺細胞 ノ萎縮,分 泌顆

粒 ノ著明ナル減少ヲ來シ.條 紋部細胞モ亦萎縮 シ

條紋ハ纎細 トナル.顎 下腺ハ葡萄腺々細胞ノ萎縮,

分泌顆粒 ノ減少,管 状腺細胞 ノ肥大,分 泌顆粒ノ

減少ヲ來シ,條 紋部細胞ハ肥大増生シ條紋ハ著明

トナル.之 等 ノ變化,殊 ニ條紋部ニ於 ケル變化ハ

假骨形成機轉 ト其 ノ消長ヲ共ニス.舌 下腺ニハ著

132



内分泌腺ノ骨折性變化ニ關スル研究補遺(第2編) 309

變 ヲ認メズ.

6. 白鼠 ノ睾丸間細胞 ハ骨折後肥大増生 ヲ來

ス.此 變化ハ假骨形成機轉 ト其 ノ消長ヲ共ニス.

擱筆スルニ臨ミ,終 始御懇篤ナル御指導 ト
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附 圖 説 明

Fig. 1. 白鼠肋骨々折部.

骨芽組織分化初期(骨 折治癒第2期.

第13例)

Fig. 2. 白鼠肋骨々折部.

骨芽組織分化旺盛期(骨 折治癒第3期.

第18例)

Fig. 3. 白鼠肋骨々折部.

骨芽組織分化減退期(骨 折治癒第4期.

第25例)

Fig. 4. 白鼠肋骨々折部.

骨改造減退期(骨 折治癒第5期.第34

例)

以 上擴大Zeiss, Ok. 7×Obj. 10, Kl.

24cm

Fig. 5. 正常白鼠松果腺(第2例),Dハ 腺細胞

Fig. 6. 骨折後5日 ノ白鼠松果腺(第15例,骨

折治癒第2期)胞 體竝ニ核ハ肥大シ共

ニ明 ル サ ヲ増 ス.

以 上擴 大Zeiss, Ok. 7×Obj. 40, Kl.

35cm

Fig. 7. 正 常 白鼠 膵 藏(第1例),Lハ ラ氏 島

Fig. 8. 骨 折 後4週 ノ白鼠 膵 臟(第26例,骨

折 治 癒 第4期)ラ 氏島(L)ハ 肥 大 増 加

ス.

以 上擴 大Zeiss, Ok. 7×Obj. 10, Kl.

30cm

Fig. 9. 正 常 白鼠 膵 臟,ラ 氏 島 ゴル ヂ ー氏 内 網

裝 置(G).(第1例)

Fig. 10. 骨 折 後3週 ノ白鼠 膵臟 ラ氏 島 ゴル ヂ ー

氏 内 網 裝 置(第24例,骨 折 治 癒 第4

期).ゴ ル ヂ ー 氏内 網 裝 置(G)ハ 顯 著

ナ リ.

以 上擴 大Zeiss, Ok. 7×Obj. 40, Kl.

35cm
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Fig. 11. 正常 白鼠 睾 丸(第2例)Zハ 間 細 胞

Fig. 12. 骨折 後1週 ノ白鼠 睾 丸(第17例,骨

折 治癒 第3期)間 細胞(Z)ノ 肥 大,

増殖 著 明.

以 上擴 大Zeiss, Ok 7×Obj. 40, Kl.

35cm

Fig. 13. 正 常 白鼠 耳 下 腺(第1例),Sハ 條 紋 部

Fig. 14. 骨 折後2週 ノ白 鼠耳 下腺(第20例,骨

折 治 癒 第3期)條 紋 部(S)竝 ニ腺 房 ハ

萎縮 ス.

Fig. 15. 正 常 白鼠 顎 下腺(第1例),Sハ 條 紋部

Tハ 管 状 腺.

Fig. 16. 骨 折 後1週 ノ白鼠 顎 下 腺(第18例,骨

折 治癒 第3期)條 紋 部(S)ハ 肥 大,葡

萄 腺 ハ萎 縮,管 状 腺(T)ハ 分 泌 顆 粒 ノ

減 少著 明.

以 上擴 大Zeiss, Ok. 7×Obj. 20, Kl.

30cm

Aus dem Pathologischen Institut der Medizmischen Fakuitat Okayama.

(Leiter: Prof. Dr. H. Tanabe)

Beitrage zum Verhalten der endokrinen Organe bei Knochenfraktur.

(II. Mitteilung)

Histologische Veranderung von Zirbel, Pankreas, Speicheldruse

und Hoden im Verlaufe der Frakturheilung.

Von

Hiroshi Oka.

Eingegangen am 25. Mai 1938.

Die Kenntnisse uber das Verhalten verschiedener endokriner Organe bei der

Knochenverletzung, besonders im Heilungsprozess der Knochenfraktur sind zurzeit

noch so mangelhaft, dass man in bisherigen Literaturen nur Studien uber Hypophyse,

Schilddruse, Epithelkorperchen und Thymus finden kann. Auf Grund der bereits

gewonnenen eigenen Resultate uber Nebenniere stellte der Verfasser daher die his-

tologischen Untersuchungen uber Zirbel, Pankreas, Speicheldruse und Hoden an, da

solche Studien ihm nicht nur endokrinologisch interessantvoll, sondern auch fur die

Biologie der Heilung des Knochenfraktur bedeutsam schien. Bei 37 als Versuchstiere

dienenden gesunden mannlichen Ratten erzeugte er den Knochenbruch an 3 Paaren

von Rippen und totete die Tiere 1 Tag-12 Wochen spater, um histologische Unter-

suchungen uber Zirbel, Pankreas, Speicheldruse und Hoden vorzunehmen. Daraus

ergab sich folgendes:
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Die Drusenzellen des Zirbels sind nach der Fraktur hypertrophiert und aufgehellt,

wahrend ihre Kerne Hypertrophie und Verminderung der Chromatin zeigen. Solche

Veranderungen werden im fruheren Heilungsstadium der Fraktur etwas deutlich,

klingen nach 1-2 Wochen mehr oder weniger ab, aussern sich nach 4-5 Wochen wieder

deutlich und werden danach allmahlich schwacher, bis sie spater beinahe ausgeglichen

werden.

An Pankreas findet man nach der Fraktur Hypertrophie und Hyperplasie der

Langerhansschen Inseln und bemerkliche Entwicklung des Golgi-Apparates der Insel-

zellen. Diese Veranderungen schreiten Hand in Hand mit den Vorgangen des Kno-

chenumbaus im Bruchsteil fort.

An Parotis findet man Atrophie der Drusenzellen, ausgepragte Verminderung der

Sekretgranula, sowie auch Atrophie der Streifenstuckzellen und Feinerwerden der

Streifengebilde. An Submaxillardruse kommt es zu Atrophie der Zellen der acinosen

Druse und Abnahme ihrer Sekretgranula, Hypertrophie und Aufhellung der Zellen

der tubularen Druse, Hypertrophie der Streifenstuckzellen und Deutlichwerden der

Streifengebilde. Solche Veranderungen, insbesondere in Streifenstucken gehen der

Kallusbildung im Knochenbruchsteil parallel. An Sublingualdruse ist jedoch keine

wesentliche Veranderung zu finden.

Iu Hoden erfolgen nach der Fraktur Hypertrophie und Hyperplasie der Zwischen-

zellen, welche man im parallelen Zusammenhang in Gegensatz zu Kallusbildungsvor-

gangen bringen kann.

Kurz, konnte der Verfasser beweisen, dass die Knochenfraktur die bestimmten

histologischen Veranderungen in Zirbel, Pankreas, Speicheldruse und Hoden zustande

bringt, die sich nach ihrem zeitlichen Verlauf entsprechend den bestimmten Heilungs-

vorgangen des Knochenbruchsteils ordnen. Diese Tatsache stimmt mit den Versuchs-

resultaten an Hypophyse, Schilddruse, Epithelkorperchen, Thymus und Nebenniere

uberein. Deshalb ist der Verfasser davon uberzeugt, dass bei der Fraktur die ver-

schiedenen endokrinen Organe fast samtlich die mit dem ortlichen Heilungsprozess

innig einhergehenden Veranderungen zeigen, die sich wohl pluriglandulare funktionelle

Umstimmungen als ein allgemeiner Heilungsvorgang deuten lassen. (Autoreferat)
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